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殿下、料理人を食べないでください！




ワガママ王弟殿下の甘い求愛
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１・今日も王弟殿下のワガママが冴えている












　王城の厨房はいつでも戦争だ。

　朝食の片付けが終わらないうちにティータイムの準備が始まるし、並行して昼食の準備をしなければならないし、アフタヌーンティーを嗜たしなむ淑女のために可愛らしいスイーツを作ったと思えば、すぐに晩餐ばんさんの準備が始まる。

　更に貴人が時間に関係なくお腹が空いた、と言えばそれに即座に対応しなければいけない。

　厨房には休まる暇がないのだ。

　フィオーナは額に浮かんだ汗を腕で拭った。

　本当はハンカチで押さえるのが女性としては正解なのだろうが、朝食の準備で目まぐるしくそんな余裕はなかった。

　フィオーナの目の前の寸胴ずんどうにはフツフツと美味しそうに煮えているスープが入っている。

　それを適宜掻き回しながら周囲に視線を走らせる。

（食器の準備ができていない）

　恐らく下働きの子があまりの忙しさに音を上げ、サボっているのだろう。

　その気持ちがわかってしまったフィオーナは、寸胴を一旦火から遠ざけて自ら食器を準備する。

（わたしの『役目』のせいで他の人にしわ寄せがいっているのだから……）

　フィオーナはスープができたら自ら食事を配膳しに行かなければならない。

　その人物に思いを馳せると苦々しく眉を顰ひそめた。

　その人物とはクルレード国王の弟・レンブラント殿下だ。

　通常王族の兄弟ともなれば骨肉の争いや足の引っ張り合いになりそうなものだが、レンブラントは年の離れた兄王とは比較的いい関係を築いている。

　長身で甘いマスク、柔らかい人当たりで特に女性から人気が高い。

　確かに金髪青眼で整った造作をしているレンブラントから微笑みかけられたら、悪い気がする人はいないだろう。

（……だから余計に厄介なんだけれど）

　フィオーナは磨き抜かれた銀食器にスープを盛り付ける。

　そもそもフィオーナは料理長のアシスタントで、配膳係は別にいる。

　しかし彼女には王弟殿下の元にいかねばならない理由がある。

　レンブラントは朝が苦手で、重いものが食べられない。

　だから毎朝とろとろに煮込まれた栄養たっぷりのスープを届けるのだが、フィオーナに言わせればそれは甘えだった。

（いい年をした大の男が、朝起きられないからご飯をベッドまで持ってこい、なんて。もしわたしの家族だったら拳骨げんこつをくらわすんだけど！）

　しっかりと裏ごしして滑らかな口当たりのジャガイモのスープにクルトンとパセリを散らす。

　先日彩りのよい生のパセリを刻んで散らしたところ、青臭さが鼻につくと仰せられお気に召さなかったようなので、今日は乾燥したものを使った。

（王城の料理人が出したものに文句をつけるなんて、王族にしか許されないわよね）

　湯気の立つ皿にクローシュを被せると、フン！　と鼻を鳴らす。

　本来ならここで皿をカートに乗せて配膳係に引き継ぐのだが、フィオーナはそのカートを自ら押していく。

「南棟に行ってきます」

　抑揚のない声で言うと、料理長から「おう」と応えが返ってくる。

　最初こそ王弟殿下に配膳するたびに厨房中から揶揄からかわれたが、今となっては誰も軽口を叩かない。

　みんなフィオーナがいやいややっていることを知っているのだ。

「フィオ忙しいでしょ？　私が持っていこうか？」

　親切なジーナが声を掛けてくれる。

　よほど嫌そうな顔をしていたらしい。

　フィオーナは躊躇ためらったが、慌ただしい厨房の様子を横目で見ると、なにも言わずに皆が縋るような眼差しを向けてくる。

　忙しいのだ。

「……じゃあ、お願いできる？　殿下に聞かれたら適当に言い訳しておいてくれれば……」

　眉を下げジーナに手を合わせると、彼女は「任せて！」と元気にカートを押していく。

　家が貧しいため忙しくとも給料のいい王城の厨房に勤めるジーナは、人の動きをよく見てこうして手を差し伸べてくれる。

　この厨房で貴重な人材だ。

　彼女の明るい笑顔にフィオーナはほっこりすると、気分を切り替えて向かいにいるラウルの作業を手伝い始める。

　たまねぎをみじん切りにしてからじっくりとバターで炒めていると、カラカラと元気のないカートの音と共に名を呼ばれた。

「フィオ……ごめんなさい、あの」

「ジーナ、どうしたの？」

　驚いて振り向くと、クローシュを乗せたままのカートを押したジーナが、バツが悪そうに肩を竦すくめた。

「殿下が、フィオに持って来させるようにって……」

「あぁ……。無駄足をさせてしまってごめんね、ジーナ」

　眉を下げながら心の中で『あのワガママ殿下め！』と罵ると、ラウルに視線で断りを入れる。

　彼が肩を竦めたのを見たフィオーナは手早くスープを温め直し、ジーナからカートを引き継ぐ。

「ジーナの優しさを無駄にしたあいつの顔にクローシュをぶつけてやってくるわ！」

「本当にしては駄目よ！」

　心配するジーナにウィンクして、フィオーナは厨房を出た。






　フィオーナは王城の料理長の姪にあたる。

　昔から料理が好きで、いずれは城下に自分の店を持ちたいと思っていて、王城には修行のつもりでやってきた。

　大勢の料理人がいる中で気苦労も多いが刺激も多く、それなりに楽しくやっている。

（……コレがなければね……）

　カラカラとカートを押しながら、フィオーナはため息をついた。

　二か月ほど前、フィオーナが賄まかないとして作ったスープが誤って王弟殿下に出されるというハプニングがあった。

　配膳をしたメイドとスープを作ったフィオーナは処罰を受けると思い、顔を青くして沙汰さたを待ったが、逆にスープの出来を褒められてしまった。

　最低でもクビに、最悪物理的に首が飛ぶだろうと覚悟をしていたフィオーナは、王族ながら広く慈愛の心を持った王弟殿下に好意を抱いた。

　しかし好意を持ったのも束の間、フィオーナはレンブラントの本性を目の当たりにし、彼への評価を反転させることになる。

　王弟レンブラントは料理長を呼び出しスープを褒めたあと、これを作った料理人に毎朝スープを運ぶように命じた。

　アシスタントの身分であるフィオーナに王族の食事を任せることはできない、と料理長や侍従長が反対したがレンブラントは我儘を発揮し聞き入れなかった。

　そう、彼は我儘なのだ。

　王族の希望を断ることはすなわち王城での失職を意味し、さらになにかしらのペナルティを課される可能性もあった。

　最終的に料理長が折れ、その仕事を受けるようにと伝えられたが、フィオーナはそういうことではない、と憤慨した。

「人の上に立つ王族が、権威を振りかざし模範となる行いをしないなんて！　専属料理人ならともかく、料理長のアシスタントを好き勝手使えると思っているその尊大さが……っ」

「それが王族だろうよ」

　不敬な言葉が飛び出る前にフィオーナの言葉を遮った料理長は、腰に手を当てて呆れたように息をつく。

「とりあえずフィオがスープを運ぶことで今回のミスがチャラになるんだ。断ればどんな難癖をつけられるかわかったもんじゃない」

「……難癖」

　料理長の言葉の端々に王弟殿下に手を焼いていることが知れて、フィオーナは眉を顰める。

（そうだ、もし王族の機嫌を損ねてしまったら……。わたしが良くても、配膳係の子のせいになったら……）

　たとえ王族であれ、身分が高ければ目下の者を自由にしていいなどという不遜な考えを持っているなら改めて欲しいと思っていたが、自分の主張に配膳係を巻き込むわけにはいかない。

　そうしてフィオーナは不満を飲み込み、主張を曲げた。

　それによって彼はフィオーナの中で、下々のミスを寛大な心で許してくれる美形王族から、自分の意見を押し通す我儘な男にランクダウンした。

　見た目だけは鑑賞に堪える美形だが、フィオーナにとって顔の美醜だけが好悪の判断基準ではないのだ。

　こうしてフィオーナは、毎朝嫌々レンブラントにスープを運ぶことになったのだった。

　使い慣れない昇降機を使って料理をカートごと運ぶのはいつも緊張してしまう。

　長い廊下をカラカラと車輪の音だけが響くのは王族のプライベートエリアに差し掛かったからだ。

　人の出入りが制限され、用がなければ立ち入っていい場所ではない。

　その入り口を守る衛兵にレンブラントへの食事だと告げ、クローシュを持ち上げて中身を示し、通してもらう。

　先ほどジーナが素気無く追い払われてしまったのを知ってか、『殿下のワガママにも困ったね！』と同情のにじむ視線をくれる。

　それに対して『そうよ、応援してちょうだいね！』と視線を返すと再びカートを押して廊下を進んだ。

　王城の中枢なだけに周囲は静かで、フィオーナがカートを押す音だけが小さく空気を震わせる。

（何度部屋に伺っても慣れない……）

　フィオーナは誰もいないのをいいことに盛大にため息をつく。

　レンブラントの私室に入ると、いつも心がざわついて逃げ出したくなるのだ。

　気怠い空気と初夏の庭のような匂い、そしてほんの少し混じるのは、きっとレンブラントの匂い。

　なにより注意が必要なのが、恐怖や不快感はないのに背筋が震えるような声。

（あの声がダメよ。寝起きの掠かすれた……）

　想像した声を頭の中で再生しそうになり、慌ててかぶりを振る。

　乱れたシーツ、はだけたシャツ（時々着ていないこともある）、下りた前髪の隙間から覗く夏空のような青い瞳。

　どれもフィオーナの心を著しくかき乱すものだ。

　レンブラントのことを考えると、いつも平静でいられない。

　フィオーナの歩く速度は目的地に近づくにつれ徐々に遅くなっていく。

　スープが冷めてしまうとわかっていても、歩幅が狭くなるのを止めることができない。

　フィオーナは気の持ちようをコントロールできずにいる自分を奮い立たせる。

（こんな気持ちになるのは、嫌いだから……いい加減な人が、好きじゃないから……でも、これは仕事だから！）

　フィオーナは顔を上げると、遅れを取り戻そうとするように大股でカートを押した。






　南棟の三階の、奥の角部屋。

　そこがレンブラントの私室だ。

　王城にはもちろん部屋がたくさんあるが、レンブラントはこの部屋をずっと昔から好んで使っているという。

　厨房から離れているので、フィオーナ的にはいい立地とは言い難い。

　料理人の観点からしたら、配膳まで時間がかかってしまうのは致命的である。

　ドアの前でカートを止め、深呼吸をしてからノックして、返事を待たずドアノブに手を掛ける。

　朝食のときは返事がなくても入って来ていいと言われているのだ。

（一声かけて寝ていたらそのまま置いて行っていいと言われているけど、ジーナが先に来ているから最悪でも目は醒めているはず）

「失礼いたします。朝食をお持ちしました」

　なるべく感情を出さないように平坦な声を心掛ける。

　そして視線を必要以上にあげないことも重要な点だ。

　万が一あられもない姿を目にして悲鳴をあげてしまったら大変だ。

　以前、裸で寝ていたレンブラントが起き上がった際に上掛けが落ちてしまい、あわや大惨事になるところだったのだ。

　その時にフィオーナが上げた悲鳴を聞きつけ警備の衛兵が駆けつけたことから、レンブラントが最低でも下は履くようになってくれたことはありがたい。

　しかし下半身が隠れていたとしても、レンブラントは上半身だけでも破壊力が強い。

　遊びほうけているはずなのに厚い胸板と割れた腹筋、そして頼りがいがありそうな腕は、彼に興味のないフィオーナですらどきりとさせられるのだ。

（他の女性なら腰が砕けてしまうのではないかしら）

　人格的に認めてはいなくともその顔面偏差値の高さと肉体美は認めている。

　フィオーナは、レンブラントに心を乱されたくなくて気を引き締める。

「入れ」

　中から応えが返ってきて、フィオーナはほっとする。

　声の様子からしてもうすっかり起きている様子が窺えたのだ。

　寝起きの掠れ声にやられてしまうことは回避された。

　しかしその声がどこか苛立っているように聞こえて、フィオーナは眉を寄せた。

　もしかしてワガママ殿下は機嫌が悪いのかもしれない。

　小言を食らうくらいは覚悟しなければ。

　ドアを開けてカートを押して中に入る。

　フカフカしているのにカートの車輪に絡まない絨毯は、さすがに王城で使用するに相応しい最上級品だということがわかる。

「本日はジャガイモとベーコンのスープです」

「ああ、いいね。おいしそうだ」
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　レンブラントはベッドに寝てはおらず、窓際に立っていた。

　カーテンが開けられ、美しい金の髪が朝の光を浴びて煌きらめいている。

（……天気のいい朝は無駄に神々しさが増すわ）

　窓の近くには小さな丸テーブルと椅子が設置されていて、起きているときはそこで朝食をとるのだ。

　フィオーナは顔を伏せたまま、テーブルにスープとカトラリーをセットした。

「なにか、私に言うことがあるだろう」

　準備を整え、出て行こうと頭を下げたフィオーナに、レンブラントが声を掛けた。

　その声に不機嫌の原因を感じて、フィオーナはこっそり眉を跳ね上げる。

「……いいえ、特には」

　ここで選択を間違えると厨房に帰る時間が遅くなってしまう。

　フィオーナは緊張の糸が張り詰めていくのを感じながら、努めて冷静になろうとした。

「君はよほど私のことが嫌いらしいな」

　レンブラントは肩を竦めて大袈裟にため息をつく。

　まるで舞台役者のように見えるのは朝日が照明の役割を果たしているからか、それとも傾げた首の角度が芸術品を連想させるからか。

　フィオーナには判断がつかなかった。

「気に障ったのならすみません。不調法者ゆえ、ひらにご容赦を賜たまわりたく……」

「そんなこと思っていないくせに」

　心のうちを言い当てられてフィオーナは口を噤つぐむ。

　レンブラントに口で敵わないのは既に承知している。

　フィオーナに出来ることは、これ以上余計な時間を王弟殿下のために割かないようにすることだけだ。

　なるべく顔をあげないように、怒りをやり過ごす。

　呆れて『もういい』と言われるまで。

　本当ならこんな消極的な対応はしたくないフィオーナだったが、思いのままに行動すると面白がられて時間だけが過ぎていく羽目になる。

　二か月かけて培った王弟殿下への処世術だ。

「冷めないうちにどうぞお召し上がりください」

　そう言って顔を伏せたフィオーナに、レンブラントはため息をつく。

「もう下がっていいよ。ご苦労様」

　椅子に腰かけ、スープを掬すくうレンブラントは怒りよりも拗ねているように見えた。

（王族がわたしとの会話で拗ねるなんてそんな……気のせいよ）

　フィオーナは深々と頭を下げて部屋を辞した。

　失敗を大目に見てくれる懐の広いところがあったり、まかない料理を褒めてくれたりしたかと思えば配膳にこだわったり拗ねたりする。

（王族の考えることはわからないわ）

　空になったカートを押しながら、フィオーナはため息をついた。






　フィオーナが王城で働き始めたのは、修行のためと貯金をするためだ。

　フィオーナには夢がある。

　大好きな叔父が城下でレストランを営んでいたこともあり、料理好きのフィオーナは将来、城下に自分の店を持ちたいと思っているのだ。

　その叔父が王城で料理長をすることになったと聞き連絡を取ったところ、人手不足でアシスタントとして来てほしいと言われて一も二もなく王都にやってきた。

　最初こそ新人への手痛い歓迎を受けて落ち込んだりもしたが、持ち前の負けん気を発揮して、フィオーナは王城の厨房で料理長のアシスタントとして活躍していた。

　今では料理長に代わりメインを担当することもあるほどだ。

　しかしいつまで経ってもアシスタントなのは、フィオーナが女だからに他ならない。

　権威ある王城の料理長が、女ではいけないのだという。

（まあ、別にこだわりはないからいいんだけど。実際まだまだ叔父さんの域には届かないんだし）

　フィオーナは王城で権威を振りかざしたいわけではない。

　今はいずれ自分が一国一城の主になるための、下積みなのだ。

　だから自分には王弟殿下のワガママなどに付き合う暇はない。

　フィオーナはそう思っていた。






　ある日の朝、いつも通りにレンブラントの朝食を運びに行ったフィオーナは彼の目の下に著しいクマがあることに気が付いた。

　せっかくの麗しい顔面がもったいないと思えるほど疲れた様子に、関わり合いになりたくないと思いながらも声を掛けた。

「あの、余計なことかもしれませんが」

「ん？」

　いつもは配膳をしたらすぐに帰るフィオーナに視線を向けたレンブラントはスープを掬う手を止めた。

　今日は極限まで透き通ったコンソメスープである。

「夜遊びはほどほどになさった方がいいですよ。せっかくの綺麗なお顔が台無しです」

「はは。夜遊びか、そうだね」

　レンブラントはスープを口の中に入れるとごくん、と大袈裟なほど喉を鳴らした。

　そしてゆっくりと顔を上げると上目遣いにフィオーナを見た。

「……わたしの顔は、綺麗かな？」

「ええ、そう思います」

　輝く金の髪も、夏空のような青い瞳も、あるべきパーツがあるべきところに収まっている、ある種の完璧な造作であるだろうレンブラントは、誰が見ても美しいと評すると思われた。

「だが、この顔でもどうしても落とせない女性がいてね」

　レンブラントの瞳が深みを増す。

　瞳の奥から底知れぬなにかが溢れ出てきそうで、フィオーナは思わず息を止めた。

「どうしてだと思う？」

　いつの間にかレンブラントからは疲労感よりも、妖しいフェロモンのようなものが発せられているような気がしてフィオーナは困惑する。

（そんなこと、わたしに聞かれても）

　そう思ったが、この流れで返答を返さないのはおかしい気がして、フィオーナは少し考えてから口を開いた。

「顔だけで落とせるようなちょろい女性ではないということですね」

　にべもなく言い放つと、フィオーナは口を噤む。

　それ以上なにも考えが出てこなかったからだが、見ようによってはつっけんどんな態度に見えたかもしれない。

　案の定、レンブラントは意表を突かれたように息を詰めてから弾けたように笑い出した。

「ははっ、は、はは……っ！　確かにちょろくはないなあ」

「差し出口でした。申し訳ありません」

　結局目の下のクマについてはそれ以上触れないまま、レンブラントの部屋を出たフィオーナはなんだか納得がいっていない自分に気付く。

（いや、宙ぶらりんな話だったから着地点が気になっているだけよ）

　モヤモヤを追い出すように胸を拳で叩くと、フィオーナはカートを押して厨房へ戻った。






　ある日の休憩時間、フィオーナはたまには外で食べようと自作のランチボックスを持って城内をうろうろしていた。

　その際料理長に提案する新しいメニューを考えながらうろついていたため、道に迷ってしまった。

（う、うぅ……大人なのに情けない）

　きょろきょろとあたりを見回してここがどこか聞こうとしたが、そんなときに限って誰も通らない。

　フィオーナは仕方なく芝生に座るとランチボックスを広げた。

　近くに植え込みがあって丁度人目に付かない。

　ここでササっと食べてから帰り道を探そうと思ったのだ。

　今日のランチはあまりものを詰め込んだサンドイッチだったが、彩りを考えたおかげでおいしそうだ。

　そもそも王城で使用する食材はどれも新鮮で、賄いで使う切れ端と言えどまずいわけがない。

（本当に美味しいものは生でそのまま、そうでなければ焼いたり蒸したりしただけで美味しいのよね）

　しかし美味しいからと言ってそんな質素なものを王族や高位貴族に出すわけにはいかない。

　故に王城の賄いはこの国で一番おいしいとフィオーナは考えていた。

　幸い今日は用件が立て込んでおらず、休憩時間はたっぷりある。

　フィオーナはランチを片付けてしまってから、人を探して帰り道を聞こうと開き直ってサンドイッチに食らいつくべく大口を開けた。

「……うは、あのままにしておくつもりですか」

「そうは言っていない。ただ、時期を待っているのだ」

　聞きなれた低く甘い声がして、フィオーナは動きを止めた。

　今まさにサンドイッチに齧かじりつこうとしていた口を閉じ、ランチボックスに戻して息を潜める。

「しかし殿下、それではいつまで経っても話が進みません！　やはり殿下が……」

「ならん。今私が前に出ても警戒させるだけだ。それは兄上のためにもならない」

　レンブラントは側近の言葉を遮る。

　彼はフィオーナがいる植え込みの近くを側近と足早に進む。

　どうやら込み入った仕事の話をしているようだった。

　何人かの大貴族や事務官の名前があがり、それぞれに対してどう対応するべきか、と真剣な眼差しで討論していた。

　その表情はいつもの軽い感じではなく、仕事をしている男の顔だった。

（あんな顔も出来るのね。ずっとああしていたら誠実そうに見えて素敵なのに……）

　フィオーナはレンブラントの横顔に見惚れながら、隅にねじ込んできたミニトマトを抓つまもうとして失敗した。

　あ、と思ったときには手から零れ落ちたミニトマトは止める間もなくコロコロと転がっていき、レンブラントの足元でぴたりと止まった。

「……トマト？」

　しまったと思ったフィオーナだったが、膝にランチボックスを広げているので咄嗟に動けなかった。

　植え込みの陰に隠れることもできず、レンブラントに見つかってしまったフィオーナはへらりと曖昧あいまいに笑った。

「フィオーナ？」

「!?」

　レンブラントがまさか自分の名前を憶えているとは思わなかったフィオーナは、驚いて肩を震わせた。

　確かに例の騒動があったときに名乗ったため、知っていてもおかしくはない。

　だが、今まで一度も名を呼ばれなかったのは使用人の名など覚えていないからだろうと思っていたのだ。

「君、どうしてこんなところに」

「あ、すみません。ええと、どこかでランチを食べようと思ってうろうろしていたら迷ってしまって」

　しどろもどろになって言い訳をしていると、レンブラントの側近が彼を隠すように前に出た。

「殿下の前で失礼な。それにここは王族専用の庭だ。衛兵に突き出されたくなければさっさと立ち去れ」

　硬い声でそう言われたフィオーナは顔を強張らせた。

　慣れた厨房の仲間とは違う、自分を排除しようとする意図があからさまに現れた声が恐ろしかったのだ。

（まさか知らぬ間に王族の庭に迷い込んでいたなんて……でも、そんなことを言っても帰り道も覚束ないのに……）

　しかし尖った表情の側近に反論することも、帰り道を教えてくれと頼むことも難しいように思えた。

　フィオーナは手早くランチボックスをまとめると立ち上がる。

「知らぬこととはいえ、大変失礼をいたしました」

　深く頭を下げて踵きびすを返す足が、少し震えていることに自分で驚いた。

　ちょっと叱られたくらいで怯えるなんて自分らしくない。

　そう叱咤して足を踏み出す背中に声が掛けられた。

「待ってフィオーナ。君、迷ったんだろう？」

　いつも通りのレンブラントの声音にどこかほっとしたフィオーナは、不意に鼻の奥がツンとする感覚を覚えて慌てて唇を引き結ぶ。

「……そうですけど。でも来た道を戻りつつ誰かに聞きますから」

　泣きそうな顔を見られたくない。

　彼の声を聞いた途端、安堵と共に妙な意地が張り出してきてフィオーナは一歩踏み出す。

「待ってってば。……ケヴィン」

　レンブラントは側近……ケヴィンの名を呼ぶと小声で何某かの指示を出す。

　彼は仕方がない、とばかりに大袈裟に息を吐くと、先に行ってしまった。

「途中まで送っていくよ」

　レンブラントはフィオーナに近付くと、自然な動きでランチボックスを持っていないほうの手を握った。

「！」

「こっち」

　レンブラントはそのままフィオーナの手を取って歩き始めた。

　その手が思いのほか大きく温かいのでフィオーナは気が動転してしまった。

（え？　なに？　なんなの？）

　半歩先をいくレンブラントがなにを考えているのかわからず、フィオーナは混乱した。

「あの、方向さえ示してくだされば戻れますから」

「こんなところに迷い込む大人なのに？」

　それを言われてはなにも言えない。

　フィオーナはぐっと言葉を飲み込むと、前をいくレンブラントが笑った。

「ふは！　君はしっかりしているのに、時々とても愛嬌あいきょうがあるね」

「迷子と愛嬌は一致しません」

　心からそう思っていった言葉だったが、今はただの苦しまぎれにしか聞こえなかった。

（それにしても、手が）

　手を引かれずともついていくのに、レンブラントは放してくれない。

　気付けばさきほどの側近の言葉による足が震えが収まっている。

　自分でも知らないうちにレンブラントから安心を与えられたのだと思うと、なんとも言えないむず痒い気持ちになる。

　居心地が悪くなったフィオーナは手に力を込めてその手を外そうとしたが、なぜか逆に強く握られてしまった。

（!?）

　目を白黒させているとレンブラントの手が悪戯に動き、指を絡ませるようにしてより密着させられてしまう。

「あっ、う、あの……殿下……っ」

「ふふ」

　レンブラントは意味ありげに横目でフィオーナを見るが、すぐに前を向いてしまう。

　彼の仕草の意味がわからず、フィオーナは混乱の極致に達する。

（なんなの……、なんだっていうの――！）

　全身が熱くなり、手にもジワリと汗をかき始めた頃、レンブラントが絡ませてきた手を解いた。

「ここをまっすぐ行って、突き当りを左に行くと生垣が低くなっているところがあるから、そこを跨またいで……」

「ま、跨いで」

　王族なのにいつもそんな道を歩いているのか、と解かれた指を握りしめてフィオーナが考えていると、レンブラントが急に振り向いた。

「……大きなヤドリギを右に行くと厨房の裏手に出るから」

「は、はい。ありがとうございます」

　レンブラントが教えてくれた道はフィオーナが知らない道だった。

　恐らく彼だけが知っているけもの道のようなものなのだろう。

　まっすぐ行って左、生垣を跨いでヤドリギを右、と唱えながらフィオーナが顔を上げると、レンブラントの視線とぶつかった。

　透き通るような青い瞳の下に、解消されるどころか、濃くなったように感じるクマが痛々しかった。フィオーナは思わず彼の頬に手を伸ばしそうになって驚く。

（なに？　いま、わたしなにをしようとした？）

　ドクドクと血の巡りが速くなるのを感じて、フィオーナはそれを誤魔化すように口を開く。

「眠れていないのですか？」

「え？　ああ、ちょっと忙しくてね」

　瞼の下に触れながら曖昧に言葉をぼかしたレンブラントに、フィオーナは眉を顰める。

　その返答に聞いて欲しくないというニュアンスを感じたからだ。

（夜な夜な遊び歩いているとばっかり思っていたけれど、もしかして仕事をしているの？）

　自然と眉間にしわが寄ってしまうフィオーナにレンブラントはふう、とため息をつく。

「最近どうも不眠気味でね……」

　柔らかな印象の美貌と相まって、レンブラントの佇たたずまいがまるで絵画のように見えてくる。

　しかし、彼を毎日見て慣れているフィオーナは真顔で返答する。

「意外に繊細なのですね……」

「君はいったい私をなんだと思っているのかな」

　心外だと眉を顰める彼が、その実全く気分を害していないことがわかってしまい、フィオーナは笑みを零す。

「ふふふ！　あの、もし民間療法でよろしければ不眠解消に効く方法をお教えしましょうか」

　案内してくれたお礼に、と申し出たが、王族には専属の医師もついているのに余計なことだったかもしれない。

　口にした後でその可能性に思い至るが、レンブラントは目に見えて顔を綻ほころばせる。

「それはとてもありがたい申し出だ！　ぜひお願いしたいな」

「はい、では明日の朝食時にでもさっそく」

　そう言いながら頭の中でいくつかの方法を思い浮かべたフィオーナの視界に影が差した。

　あ、と思う間もなく彼女の唇が同じ柔らかさを持つものに塞がれた。

（……！）

　目の前には男性にしては長いまつ毛を伏せたレンブラントの顔があった。

　額に彼の柔らかな髪の感触を感じて身体が硬直する。

「では、明日の朝食を楽しみにしているね。よろしく頼むよ」

　レンブラントは唇を離すと、サッと片手をあげて身を翻ひるがえした。

　それが解散の合図だと思い至ったフィオーナはやや遅れ気味に頭を下げた。

「は、はい……承知いたしました」

　まったく感情のこもらない声でそう応えを返すと、フィオーナはひとりで歩き出す。

（まっすぐ行って、突き当りを……なんだっけ？）

　混乱しすぎると記憶に負荷がかかってしまうのだと、フィオーナはその時初めて知った。

　そして歩きながらジワジワと顔が熱くなるのを感じていた。

（今の、……今のってもしかして）

　フィオーナの少しかさついた唇に感じたのは、同じくらい柔らかなもの……レンブラントの唇だ。

　夢ではない。

　今もフィオーナの唇にはしっかりと感触が残っている。

（挨拶、別れ際の挨拶に違いないんだけど……でも、なぜ？）

　そんな仲ではないことは、フィオーナが一番よく知っている。

　何度考えても落としどころが見つからず、大きなヤドリギの近くで頭を抱えて唸っているところを、探しに来たジーナに発見された。

　ジーナはそこからの帰路を知っていたようで大人しくついていくと、丁度厨房の裏手に出た。

　フィオーナは無言で眉間にしわを寄せた。

（王弟殿下から教えられた抜け道がここに出るなら、もしかしてここでグダグダしてたところ、見られてしまっていたかも）

　ここは、王城の厨房に入りたてのころのフィオーナが通過儀礼ともいえる、ある種の新人いびりにあったときにモヤモヤした気持ちを落ち着かせていた場所だったのだ。

　人に聞かせることのできない愚痴を吐き出したり、自分は間違っていないと己を鼓舞こぶするようなことを口に出して言ったりと、思い出すだけで人に聞かれたらなかなかに恥ずかしいことばかりしていたように思う。

　フィオーナは頬が熱くなったような気がして手で顔を扇ぐ。

　そして勝手なことを考えても仕方ないと断じてその後の仕事をこなすことに集中した。

　結局昼食を食べ損ねてしまったことは、ずいぶん後になって気付いた。






　翌日、あまり眠れなかったフィオーナは眼をしょぼしょぼさせながら早朝の仕込みを開始し通常業務についていた。

　そしていつものスープと一緒にハーブティーと精油を載せてカートを押していた。

「それは？」

　顔見知りの衛兵が目敏めざとくそれを見つけて鋭い視線を寄越してくる。

「ああ、これはハーブティーで、これは精油です」

　瓶の蓋を開けて手渡すと、衛兵はそれを顔に近づけて匂いを確認する。

「昨日殿下に頼まれたので、一緒にお持ちしました」

　ただ突っ立っているだけではなく、彼らもきちんと仕事をしているのね、と失礼なことを考えたフィオーナは瓶を受け取ると元通り蓋をしてカートの上に載せた。

「食事だけを運ぶのではなかったのか？」

「頼まれればこれくらいは。どちらも厨房にあるものですし」

　ハーブティーはもちろん厨房にあるが、精油はフィオーナが準備したものだ。

　正直に申告してもよかったが、レンブラントのためにわざわざ準備したのだと思われたくなくて誤魔化した。

　これはレンブラントだから特別に準備したわけではなく、誰にでもすることだから。

　……特別なことじゃないから！

　フィオーナは心の中でそう言い訳をした。

　衛兵は「ふむ……」と少し考え込むような素振りをしてからフィオーナに通るように言った。

　初めてスープ以外のものを運んだせいか、警備が厳しくなったのか、それともその両方か。

　背中に視線を感じながらフィオーナは通路を進んだ。

　レンブラントの部屋の前に来た時にはホッと安堵の息をついたほどだ。

（緊張していたのね……）

　自分が意外と気が小さいと思いながらドアをノックする。

　中から応えがあって、それがレンブラントの声だと認識した途端、さっきまでとは違った緊張感がフィオーナを満たした。

（あっ、そういえば……っ）

　すっかり忘れていたが、昨日の別れ際にキスをされたのだと思い出し、頬が熱くなる。

　キスと言っても、ほんの少し唇の表面が触れただけ。

　児戯じぎに等しいそれは、果たしてキスと言っていいのかも迷うほどのものだったが、それでもフィオーナの胸は乱れた。

「しっ、失礼いたま……っ、ます！」

　動揺のあまり舌が回らなかったが、強引に言い切るとやや大きな歩幅で部屋に足を踏み入れる。

　こうなったら余計なことを言わないでスープと安眠グッズを置いて立ち去ろう。

　そう決めたフィオーナだったが、レンブラントがベッドに入ったまま、上半身を起き上がらせた状態で額を押さえている姿を認め驚いてベッドに近寄る。

「どうされました？　ご気分が悪いのですか？」

「あぁ、いや……」

　いつもの甘い声が掠れていて張りがない。

　幾分意識がぼんやりしているように見受けられた気がしたフィオーナは、人を呼ぼうかと声を掛けたがレンブラントは緩くかぶりを振る。

「ベッドに入ったのが……ついさっきなんだ……」

　眠いのに、眠れなくて……と呟いた顔色が真っ白なことにフィオーナは驚く。

　自分もいつもよりは寝不足だが、これよりは全然ましな方だ。

「殿下、そういう時は無理に食事をしなくても睡眠を優先してください」

「だって、君がスープを持ってきてくれるのに？」

　そう言ったレンブラントに胸が締め付けられるのと同時に怒りも覚える。

（この人の優先順位は、おかしい！）

　たかが雇い人に無駄足を運ばせないために体調不良を押して待つだなんて、ありえない。

　そんなものは優しさではない。

　ただの自己満足だ。

「ご自分のお身体のことを一番に考えてください。わたしならいくらでも無駄足踏みますから。食事なんて時間の変更を言伝してくだされば済むことです」

「いや、でもお腹は空いているんだ。食べてから横になるから」

　なおも起き上がろうとするレンブラントを押さえつけてベッドに無理矢理留める。

「じゃあ、そのまま寝ていてください」

　鳩が豆鉄砲を食らったら、きっとこんな顔をするだろうというような顔をしたレンブラントを尻目に、フィオーナは入り口付近に放置したカートをガラガラと引いてくる。

　クローシュを開けると、中には人参と玉ねぎのポタージュが入っていた。

　元気になれそうなオレンジ色に生クリームを少し垂らして乾燥パセリで色味のアクセントを足している、栄養満点の一品だ。

「はい、口を開けてください」

　王族専用の純銀のスプーンを手に取りスープを掬うと、レンブラントの口許くちもとに寄せた。

「……えっと」

「早く口を開けて、垂れてしまいます」

　フィオーナが急かすようにスプーンを更に近づけると、レンブラントは戸惑いながらも口を開ける。

　そこにスープを流し込むと、それが嚥下えんかされるまで見守ってから次のひと口を掬う。

　スープの量はそう多くはない。

　あっという間に食べさせ終えると、レンブラントの後頭部を枕に押し付けて上掛けを掛け、腹のあたりをぽんぽんと叩く。

「はい、お休みなさいませ」

「……あの、フィオーナ」

　眉を下げてなにかを言いたげなレンブラントが起き上がろうとするのを、フィオーナは再び阻止した。

「眠れなくても瞼まぶたを閉じて深く呼吸していれば、いつの間にか眠ってしまうものです」

「でも、今日は不眠に効く方法を教えてくれると……」

　言われてようやくカートの上のものを思い出す。

　フィオーナは大きめの瓶に入った茶葉を手に持つ。

「そうでした。これはハーブティーです。カモミールとか、ペパーミントとか、眠りに良いとされているハーブがブレンドされています。これを寝る前に飲んでください」

　レンブラントは頷いてそれを受けとった。

「そしてこちらは精油です。ラベンダーやオスマンサスを持ってきました。リラックスできるので、リネンに少量つけたり、マッサージのときに使ったり」

「マッサージ？」

　訝いぶかし気な顔をされて、そこで初めて王族は自分でマッサージなどはしないのだと思い至り、フィオーナは急に真顔になる。

「……これは侍従の方にお話しして、然るべき方を手配したほうがよろしいですね」

　レンブラントに差し出しかけた精油を下げると、その手を瓶ごと握られる。

「!?」

「どんなマッサージがいいの？　教えてくれ」

　強制されているわけではないのに、なぜか抗い難くて、フィオーナは視線を下げる。

　レンブラントの美貌は正面から受け止めるには強すぎる。

「まず足の裏の、かかとの真ん中あたりを……」

　視線を下げたまま、自分の手のひらを足に見立てて位置を示すが、レンブラントはぴんと来ないような顔をして首を傾げた。

「手のひらを足に見立てるのは無理があるだろう。実際にやってみてくれないか」

　起き上がったレンブラントは上掛けを寄せた。

　胃に温かいものを入れたおかげか、顔色がほんの少し良くなっている気がする。

「では、少しだけ……」

　フィオーナは断るのが正解だとわかっていた。

　王族の身体に直接触れるなど、一介の料理アシスタントの職分を著しく逸脱する。

　それにたかだか民間療法を王弟殿下に施すのはあまりに僭越せんえつだ。

　だがフィオーナは瓶を開け、まず植物油を手のひらに垂らすといい香りのする精油をそこに一滴加える。

　それを両手で温め揉みこむようにして馴染ませると、レンブラントの足の裏に塗り広げていく。

　体温で温められた精油は芳しい香りを放ちながら揮発していく。

「本当はもうちょっと温めるといいと思います。こうして、かかとの中心あたりを、……こう」

　握りこぶしでトントンと叩いたり、親指で押して刺激していく。

「ああ、なるほど」

　レンブラントが深く息をする。

　気持ちいいのだと呼吸で知れて、フィオーナの気持ちが浮上する。

「あとは、おへその下あたりに手を当てて温めて、ゆっくりと深呼吸をするのも効果があると」

「あぁ、気持ちよさそうだ。それも頼む」

　頼むと言われてフィオーナは動きを止めた。

　それはさすがにできない。

　それにお腹ならば自分で出来るところだし、簡単に説明だけして終わるつもりだった。

　フィオーナは断ろうと口を開きかけたが、レンブラントの指が唇にひたりと当てられる。

「何事も最初が肝心だろう？　口頭での説明だけで間違ってしまっては、片手落ちだと思わないか？」

　既に著しい越権行為をしてしまっていることは自覚している。

　しかしこれ以上は誰がどう見てもやりすぎだろう。

「殿下……っ」

　不興を買うことになっても、断ろう。

　そう決意して顔を上げたフィオーナの瞳に映ったのは、朝の日差しが降り注いでいるというのにひどく淫靡いんびな雰囲気を纏まとったレンブラントの姿だった。

　透き通った青い瞳は底知れぬ光を放ち、まるで『目を逸らすな』と言っているようで目が離せない。

「あ、いや……でも……」

　いつもの威勢のいいフィオーナは完全になりを潜めてしまっていた。

　ここから逃げ出したくて仕方がない。

　でも、目が逸らせない。

「ね、少しだけ。やり方を教えてもらったら、次からは自分で出来るかもしれないから」

　レンブラントは急にいつものように柔らかい口調になる。

　それにほっとしたフィオーナは「少しだけなら……」と頷いてしまった。






　そんな数秒前の選択が間違いだと、フィオーナは痛いほど実感して半眼になった。

　いっそのこと気を失ってしまえたらどんなに楽だったろう、と何度も思う。

　しかしフィオーナには視界の暗転は訪れず、手のひらにはいい感じで温まった精油のぬるぬるした感触が。

（ちょっとだけ、雰囲気だけ伝える感じで……）

　フィオーナは心を無にして瞼を閉じる。

　そう、たとえ目の前に意外なほど鍛えられた腹筋があったとしても、自分なら完遂できる！　と言い聞かせた。

「本当に下にずらすだけでいいの？　脱がなくても大丈夫なの？」

　ボトムスを緩めながら聞いてくるレンブラントはどこか嬉しそうにしている。

　随分と元気そうだが、やはり目の下のクマは色濃く、本調子ではないように思えた。

「ええ、大丈夫です。では、……参ります」

　まるで真剣勝負のような張り詰めた様子のフィオーナに対して、レンブラントはリラックスした様子だった。

　それが悔しくてフィオーナは少々自棄気味に手のひらをレンブラントの下腹に置いた。

「……っ」

　一瞬ピクリ、と腹筋が反応したが、それだけだった。

　妙なからかいの言葉でも降ってくるのではないかと警戒していたフィオーナは安堵して手を動かす。

「こうして、ゆっくりと手のひらで温めて……」

　へその下に手を当て下腹を温める。

　手で温められた精油から良い香りが立ち上るのを確認してから、フィオーナはゆっくりと手を動かし始める。






「……あまり力を入れなくても大丈夫ですから、こんなふうに」

　母親が幼い子を寝かしつけるような、優しい力加減で撫でる。

　手のひらの熱を、精油を通してレンブラントに分け与えるように。

「……ん、あぁ……気持ちいいものだな」

「それはよろしゅうございました」

　一心に手を動かしていると、さっきまでの居た堪れない雰囲気がどこかへ行ってしまい、フィオーナは心の中でホッと胸を撫で下ろした。

（あああ～！　変なことにならなくてよかった！）

　場所が場所だけにあらぬ方向に話が進んだら大変、と思っていたフィオーナは警戒を解いてこっそり安堵の息をつく。

　しかしそれがいけなかった。

　気を抜き過ぎたフィオーナの手は、自分の認識よりも深いところにまで到達していたのだ。

　指の腹が『さり』と妙な感触を脳に伝えると、直後にレンブラントの腹筋が震えた。

　そしてそれはほぼ同時にフィオーナにも伝わる。

（……しまった！）

　一瞬手を止めてしまったことで、それが何なのか正確に認識したと互いにわかってしまったのだ。
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　フィオーナは気付かないふりをして、さりげなく手を『そこ』から遠ざける。

　しかし徐々に頬が熱を持ち、しまいには顔や首が真っ赤になってしまい、とてもではないが押し通すことができなくなってしまった。

「もっ、申し訳ありません……っ」

　レンブラントの身体から手を引きベッドの下に平伏する。

　額のあたりでそろえた両手の指が震えて止まらない。

「ああ……、気にしないでいい。ちょうどよく身体が温まって、なんだか眠れそうだ」

　マッサージのおかげなのかそうでないのかには言及はせず、レンブラントは乱れた寝間着を整えると上掛けを手にした。

「もう下がっていいよ、ご苦労様」

「はっ、はい！　失礼いたします」

　威勢良く立ち上がり、直角以上に深くお辞儀をして顔も上げずに部屋から立ち去る。

　その間フィオーナは息をしなかった。

　大きな音をたてながらカートを押し、廊下を爆走するフィオーナは当然衛兵に止められた。

「待て待て！　なんだ、なにがあった？」

　いつものフィオーナのレンブラントへの塩対応を知っている彼らは、明らかに動揺しているフィオーナをまるで暴れ馬を宥なだめるように両手でどう、どう、と声を掛けた。

「殿下になにかあったのか？」

「いえ、ないです！　いっ、今はお休みに、な、なられて……っ」

　言葉がうまく出てこない。

　心臓が痛いくらいにドキドキしている。

　フィオーナは胸に手を当てて荒い息をした。

（酸素が足りない……っ）

　そのとき、フィオーナの鼻腔びこうを甘い香りが擽くすぐった。

　手を拭う余裕もなく部屋を辞してきたため、自分の手についた精油が香ってきたのだ。

　オスマンサスの甘く艶やかな香りは、まるで日差しの中で微笑むレンブラントのように感じられて、フィオーナはガクリと膝をつく。

「……っ！　あああああ！！！！！」

　押し寄せてくるいろんな感情に耐え切れず、フィオーナはその場に突っ伏した。

　なにがあったと問われてもなんでもないとしか言えない、語彙ごいの少ない自分が情けなかった。






「なにがあったのですか」

　補佐官兼護衛のケヴィンが呆れたように腰に手を当てて、眉間にしわを寄せる。

　幼い頃からレンブラントと一緒にいるケヴィンは、たとえ王弟殿下が相手だとしても遠慮がない。

　それが彼を傍に置いている一番の理由なのだが、レンブラントはそれには答えず微苦笑する。

　結局あの後、取り乱したフィオーナを不審に思った衛兵がレンブラントの無事を確認に来たため、眠ることはできなかった。

　寝不足は解消できなかったが、気分はここ最近で一番よかった。

（なにもなかったとしても、どうせ眠れなかったけど）

　本当になんでもないのだと、真っ赤な顔をして釈明するフィオーナは、いつもの冷静な顔ではなく、どことなく可愛らしい雰囲気だった。

　思い出して顔を綻ばせたレンブラントを、ケヴィンが訝しむ。

「ま、どうあれ顔色がいいようで安心しました。今夜も『密会』の予定が入っていますよ」

「ふう。たまには噂通り夜遊びでもしたいものだな」

　レンブラントは天井を仰いで息をつく。

　噂とは、レンブラントが夜な夜な城を抜け出して夜遊びをしているというものだ。

　これは彼が故意に流したわけではない。

　レンブラントを篭絡ろうらくしようと近付いてきて、素気無く断られた女性たちが腹いせにたてた根も葉もない噂である。

　それが妙な真実味をもって広がってしまったのは誠に遺憾であるが、都合が良かったため否定しなかった。

　流石に兄王までもがそれを信じて『不誠実なことはせぬように』と釘を刺してきたのには慌てたが。

「この軽薄そうな顔が兄上の役に立つのならば構わないがね」

　そう言ってシャープな顎あごを撫でるレンブラントが薄く笑うのを見て、ケヴィンは鼻で笑う。

「ふん、そんなことを言って。意中の女性に勘違いされてへこんでいたのはどなたでした？」

「……ケヴィンは意地が悪いな」

　拗ねたように唇を尖らせたレンブラントは、気を取り直して腕を組んで考えこむ。

　世間にお気楽な王弟殿下に見られているうちに、なんとかしないといけない。

（あっちの方も、なんとかしたいし……な）

　レンブラントは無意識に腹をさする。

　そうするとあの時の手のぬくもりが思い出せるような気がしたのだ。

















２・今日の殿下はちょっとだけ素敵












　あれからフィオーナとレンブラントの仲は相変わらずである。

　例の微妙な触れ合いについては互いに話題にせず、しかし完全に意識しないわけにもいかず、表面的には平穏を保っていた。

　ただフィオーナは、レンブラントの目の下のクマだけが気掛かりだった。

　部屋に入るとフィオーナがあの日渡した精油の香りがほのかにするので、使っているような気配はあるのだが、不眠が解消された様子がないのだ。

（元々民間療法だから、即効性があるわけではないけれど……やはり、眠れていないのかしら）

　自分に王族の健康管理までする権限がないことを知りながら、フィオーナはもやもやとした気持ちを抱えていた。

　そんな時、フィオーナを指名して午後のティータイムに菓子を作るように依頼があった。

「ご指名、ですか」

　フィオーナは無意識に顔を顰めた。

　もしかしてレンブラントがなにか企んでいるのではないかと思ったのだ。

　不穏な気配を感じたのか料理長は片眉を跳ね上げて口許を歪ませる。

「なんだ、お前王弟殿下だけじゃなくて王妃殿下にも何か思うところがあるのか」

「王妃様？」

　聞けばご依頼主は妃殿下であるらしい。

　フィオーナはほっとしたような、残念なような気がして息を吐きかけたが、それをぐっとこらえ飲み込んだ。

「ああ。前にお出しした菓子をえらく気に入ったそうだ」

　前に、と言われてしばし考える。

　確かあれはさくっと焼いたタルト生地にドライフルーツを大きめに刻んで入れ、クリームを流したものだったはずだ。

（あれは密かに自信作だったのよね……それにしても王妃様に覚えていただけていたなんて光栄だわ！）

　フィオーナは自分の店ではコース料理を提供するつもりでいる。

　デザートまでしっかりと楽しんでもらいたい気持ちから、厨房のパティシエと協力して新しいスイーツの開発にも力を入れているのだ。

「王妃様に喜んでいただけるように、しっかり準備します！」

「そうしてくれ」

　料理長は用件を伝えると忙しそうに自分の作業に戻っていった。

　フィオーナは鼻息も荒く腕まくりをすると早速準備に取り掛かる。

「お、どうした？　やる気が漲みなぎってるじゃないか」

　同僚のラウルが声を掛けてきたので、それに満面の笑みで答える。

「今日の王妃様のティータイムのお菓子を任されたの！」

　自分の料理や菓子が認められたのは純粋に嬉しい。

　本来謙遜するべき場面なのかもしれなかったが、フィオーナは素直に喜びを表した。

「王妃様か、やったな！　あ、王妃様と言えば……」

　ラウルは一緒に喜んでくれたものの気になる発言をしてフィオーナの心を動揺させた。

『……陛下とご結婚される前に、王弟殿下と噂があったんだよな……』

　それはフィオーナが王城に来る前の事らしく、当時いた者の多くは知っているらしかった。

　だから何だと言われれば、なんでもないとしか言いようがないのだが、フィオーナは胸がずんと重くなるのを感じた。

　一心にクリームをかき混ぜていても集中することができない。

（どうしたのかしら、ムカムカする）

　クリームの香りに当てられたとでもいうのだろうか？　料理人が？

　フィオーナは強くかぶりを振ると目の前のクリームに集中した。

　菓子にしようと思って仕込んであったスライスオレンジのブランデー漬けを刻んでクリームに混ぜる。

　料理長に頼みこんでいいブランデーを使わせてもらったので、何とも言えない芳醇な香りが辺りに漂う。

「お、いい匂い！　ちょっと味見～」

　返事をする間もなく、ラウルが大きなスプーンでクリームを掬って口の中にいれてしまう。

　ちゃんと計算した量のクリームだったのに、と彼を睨むが、舌が確かな先輩であるラウルの顔が綻んだのを見て自信を深める。

「これはうまいな！」

「やった！」

　フィオーナはさっきまでの憂欝ゆううつな気持ちが吹き飛ぶのを感じた。

　途端にやる気が漲ってくるのだから単純なものである。

　一口サイズに焼いた四角いパイ生地にオレンジクリームを乗せて、上に同じパイ生地を被せる。

「これ、重ねて層にしたらいいんじゃないか？」

　ラウルが肩を寄せるようにして提案してくる。

（確かに）

　何層かにしたあと、一番上にクリームを乗せてスライスオレンジ、リーフチョコレートか巻きチョコレートを飾れば上品で繊細なデザートになるだろう。

　完成形を想像してワクワクした気持ちになり、やってみようとパイ生地の上にクリームを乗せる直前にフィオーナは気が付いて手を止める。

「駄目よ。王妃様が食べるのに、それでは大口を開けなくてはならなくなるわ。優雅じゃない」

　今日フィオーナが依頼されたのはティータイムにちょっと抓めるお菓子であって、フォークやナイフを使う本格的なデザートではない。

「あ、そうか」

　ラウルは残念そうに唇を尖らせると、腕をフィオーナの肩に回す。

「でも案としてはいいだろ？　今度作ってみてくれよ」

「ええ、いいわ」

　よさそうならパティシエに相談してメニューに入れてもらえるかもしれないと考えたフィオーナはうなじのあたりがチリチリするような気がして、首を動かす。

「どうした？」

「……ううん、なんでもない」

　視線を感じたような気がしたのだ。

　気のせいかと思って再び手元に集中する。

　同じように個数を作り、パイとクリームが生き別れにならないように馴染ませている間に、なにかもうひと捻ひねりできないかと考える。

　これはこれでとてもいい出来だが、もう一押ししたい。

　押しつけがましくならない程度に、なにか。

　フィオーナは腕組みをして唸ると、チョコレートを湯煎し始める。

「ラウル、手が空いているならナッツとドライベリーを刻んでくれない？」

「おう」

　湯煎したチョコレートを細くパイの上に垂らしていく。乾く前に刻んだナッツとベリーを振りかける。

「お、いいんじゃないか？」

「かわいいよね？」

　試食してみると、さくっとしたパイに爽やかなオレンジ風味のクリーム、そしてほんの少し苦みのあるチョコレートとナッツの風味が口の中で絶妙のハーモニーを奏でている。

「美味い！」

　ラウルが手放しで褒めてくれるのを面映ゆい気持ちで礼を言うと、できたばかりのパイを盛り付けてトレイに載せる。

　仕上げにエディブルフラワーを飾ると、王妃に相応しい高貴な佇まいの一品となった。

　妃殿下のティーメイドにそれを託して、フィオーナはキャップとコックコートを脱ぐと休憩に入ると宣言し、無造作にその辺にあったパンを掴んで厨房を出た。

（どんなふうに食べてくださるのかしら、美味しいと思っていただけるかしら！）

　フィオーナは遠くから見かけることのある王妃を思い浮かべる。

　艶あでやかな黒髪に輝く金の瞳、そしてグラマラスで妖艶な雰囲気の王妃はまるで高貴な黒猫のようだと評される。

　隣国から輿入れされた当時は国王と九つ離れていることもあり、結婚は不安視されていいた。

　片や太陽のような明るさの唯我独尊系国王、片や黒猫を思わせる艶なまめかしい夜の女王。

　馬が合わなくても政略結婚なら致し方なし、と囁かれていたがどうしてなかなか、夫婦仲は円満なようすだ。

（……でも、知らなかったな）

　そんな王妃とレンブラントに噂があったなど。

　フィオーナはこっそりため息をつく。

　年の離れた兄弟の弟の方が年回りが近いとなれば仲は良くなるだろう。

　それでなくともレンブラントは美形で人当たりがいい。

　きっと気丈に振る舞っていても知り合いが少なく心細い王妃の頑なな心を、あの甘い声で溶かしたのだろう、と頷きかけたフィオーナはよからぬ考えを頭から追い出した。

（なんて、不敬なことを……っ）

　秘密の逢瀬おうせで身を寄せ合う二人、まで妄想してしまい、フィオーナは壁に頭を打ち付ける。

　レンブラントはともかくとして、王妃は見た目とは違い、貞淑ていしゅくな妻、よき伴侶としてしっかりと王妃の務めを果たしているように思える。

　そんな人に対して容姿だけで邪推をするのは下衆げすの勘繰りというものだ。

　王妃はフィオーナの菓子を気に入り指名までしてくれたのだ。その気持ちに寄り添いたい、と唇を引き結ぶ。

（とは、言いつつ、することは盗み聞きなんですけど……）

　フィオーナは周囲を警戒しつつ庭の植え込みに身を潜める。

　先日のように誰かに見つかったら誰何すいかの上尋問を受けるのではないかという思いが頭を掠めたが、フィオーナはどうしてもあの菓子の生の感想を聞きたかった。

（どんな表情で食べるの？　気に入ってくださるかしら？）

　ドキドキしながらその瞬間を待っていると、王妃がティータイムの準備がされた庭にやってきた。

　まるで鈴を転がすような美しい声で侍女となにかを話している。

　やがてティーメイドが現れ、菓子のトレイをテーブルの上に置いたのがわかった。

「まあ、なんて可愛らしいの！」

「とても美味しそうですね」

　取り分けるような微かな音がしてほんの少しの沈黙のあと、王妃が鼻から抜けるような声を上げた。

「うう～～ん、なんて美味しいの！　ほら、あなたも食べてみなさいな！」

「よろしいのですか？　……繊細で美しくて食べるのがもったいないですわね……ん！　美味しい……っ」

「でしょう？」

　王妃と侍女が楽しそうに言葉を交わすのを聞いて、フィオーナは口許をニヨニヨと緩ませた。

（嬉しい……！　喜んでくださっている！）

　お茶が淹れられ、更に菓子の話題で盛り上がるかと思ったそのとき、邪魔が入った。

　誰かが王妃のティータイムに乱入してきたのだ。

　声を聞くことはできても、様子を見ることができない。

　物陰から邪魔をするのは誰だ、と眦まなじりを吊り上げたフィオーナの耳に届いたのは、聞き覚えのある甘く低い声だった。

「やあ、義姉君。こちらでしたか」

「レンブラント様」

　やって来たのはレンブラントだった。

　義姉のところにこんなに頻繁に出入りしているのか、と考えたフィオーナの脳裏に、先ほどの下衆な考えが浮かんだので、慌てて打ち消す。

「呑気に菓子を抓んでいる暇があったら、私にアドバイスをくださいよ」

　砕けた様子で義姉にそう言うと椅子に腰かけたのだろう、ギシリと微かな音がした。

「あなたが陛下の助けにならんと奔走ほんそうしているのはわかるけれど、無理をしてはいけないわ」

　寝ていないのでしょう？　と言う王妃の言葉には考えすぎかもしれないが、身内に対するには深い心配と気遣いが滲んでいた。

（寝ていない……？　寝不足の原因は夜遊びではなく、やっぱりお仕事なの？）

　フィオーナは息を詰めて胸を押さえた。

　聞いていいのだろうか、という思いが脳裏を掠めたがいまさら立ち去ることはできず、言葉を発しないために手に持っていたパンに齧りつく。

「大臣たちはあなたを絡めとるつもりなのよ？」

「知っています、だからここへ来たのです」

　それを聞いてフィオーナは眉間にしわが寄るのを感じた。

　意図したものではなく、自然とそうなってしまったのだ。

（王妃様とのティータイムは癒しということ？　もしかしてラウルが言っていたような不適切な関係が今も続いて……？）

　フィオーナは嫌な動悸がする胸を押さえた。

　使用人であるフィオーナがそんなことを気にするのは越権行為だ。

　ましてや噂をすれば首が飛ぶ。

　胸の痛みはだからなのだ、と結論付けてフィオーナはパンを咀嚼そしゃくする。

　その辺にあったパンを掴んできただけなので味もそっけもない。

　しかし噛んでいると奥から小麦の甘みがじんわりとしみてくる。

（染みる美味しさ……）

　これ以上いても当初の目的は達成できそうもないし、不敬罪で捕まってしまうかもしれない。

　フィオーナは口に残りのパンを詰め込むとそっと腰を上げた。

「あれ、美味しいなコレ」

　レンブラントの声が弾んだのを察知して、フィオーナが動きを止める。

　本来の目的である菓子の感想のチェックが王妃だけではなくてレンブラントからももたらされたことに驚きを感じながらも、胸にじわじわとあたたかさが広がっていく。

「あっ、その味はわたくしもまだ食べていないのに！　それしかないのだから、もう食べては駄目よ！」

　鋭い声で王妃がレンブラントを牽制するのが聞こえた。

　それに対して不満の声が続く。

「こんなおいしいお菓子を独り占めしようとするなんて、義姉上も意地が悪いな。美味しいものは皆に分け与えてこそではないですか」

　ねえ、とレンブラントが同意を求めたのは恐らく近くにいるティーメイドか侍女だろう。

　女性の控えめで曖昧な返事が返ってくる。

（美味しい……美味しいお菓子……嬉しい！）

　普段はこうして食べている最中に感想を聞くことなどない。

　乾燥していた心が潤っていくのがわかった。

　それも、褒めてくれているのはこの国の王妃と王弟殿下である。

　国中の美味しいものを知っている彼らのお眼鏡に適ったのならば、それは料理人としての誉れである。

「それでもだめよ！　他のお菓子ならいいけれど、これはわざわざお願いしてフィオーナ・コルテスに作ってもらったものなのだから」

　フィオーナは思わず息を詰めた。

　いや、幸せが詰まって窒息しそうだった。

（王妃様がわたしのフルネームをご存知……っ）

　指名してもらったのだから、名前は知っていると思っていたが、まさか姓まで知られているとは思わなかったのだ。

　貴人に名を覚えてもらうことがいかに難しいか知っている身としては、これ以上ない喜びだった。

「フィオーナに……？」

　しかしそのすぐ後に剣呑けんのんな声がして、フィオーナは身を竦める。

　こんなレンブラントの声を聞いたのは初めてだった。

　低いのはいつものことだが、甘さが一切含まれていない彼の声音はまるで違う人のようだ。

「あら、フィオーナを知っているの？」

　王妃はレンブラントの変化に気付いていないようで、まるで同士に出会ったように声を弾ませる。

「わたくし、このフィオーナの作るお菓子が大好きなの。陛下にお願いして専属パティシエになってもらおうと思っているのよ」

（え？）

　初めて聞く話に、フィオーナは再び息を詰める。

　そんな話は聞いていない。

　それほどまでに菓子を気に入ってくれていたとは正直思っていなかった。

　王族の専属になるということは厨房から外れ、専用の部屋を賜るということだ。

　待遇も給金もグンとよくなるため、料理人の中にはその声掛かりを待ち望んでいる者もいるほどだ。

「あの者は駄目です」

　きっぱりと断じるレンブラントには、一切の歩み寄りが感じられずフィオーナは胸が痛む。

（わたしのスープを気に入ってくれていたのではなかったの？　わたしの腕前は専属に足るものではないという非難？）

　人柄はともかく、料理の腕はある程度認めてくれているとばかり思っていたフィオーナは項垂れる。

　自分の全てを否定されたような気分になって顔があげられない。

「あの者は……フィオーナは私の朝食係です。勝手に引き抜かれては困ります」

　しかしレンブラントの少し気分を損ねたような声音が聞こえてきて、フィオーナは顔を上げる。

　レンブラントはフィオーナの腕に問題があるわけではなく、自分の朝食のために王妃の専属になられては困る、と考えているようだった。

（え、そうなの？　それはそれでありがたいけど……）

　しかし正式に拝命しているわけではないため、王妃から請われればフィオーナに否を口にすることはできない。

「朝食係？　でも、あなたの専属ではないのよね？　ならば問題はないわよね？　それともほかに理由が？」

　王妃もそう思ったようでレンブラントに聞き返している。

　王妃の言うことは理路整然としていて瑕疵かしはない。

　レンブラントがなんと返すのか気になって耳をそばだてていたフィオーナだったが、彼はそれを口にしなかった。

「とにかく、彼女を専属にするのは駄目です！」

　そう王妃に念を押すと、レンブラントは退席したようだった。

　自分のいないところで王族が自分のことを話題にしていることに驚きと戸惑いを感じたフィオーナだったが、悪い気分ではなかった。

（……今まで頑張ってきたことが認められた気分！）

　レンブラントと王妃の生の感想も聞けたことだし、とフィオーナが音を立てないように腰を上げたとき、王妃がころころと笑うのが聞こえた。

「ねえ見た？　レンブラントのあの顔！」

　近くにいる侍女も控えめに笑っているような気配がするが、残念ながらフィオーナには見えなかった。

（それにしても王弟殿下と王妃様は思いのほか仲がいいのね）

　厨房へ戻る道を歩きながら、フィオーナの胸には薄い靄もやが残っていた。

　それを振り払うように頭を振ると仕事のことを考えるように務めた。






　ある夜、大臣たちが会議の後に酒を飲むという知らせが急遽厨房に入った。

　聞こえないふりをしてそそくさと帰る者、慌てて酒の在庫の確認に走る者、不満を言いつつメニューを考える者……。

　同じ仕事をしていても行動はバラバラだ。

　こういうイレギュラーはよくあることである。

　フィオーナは夜も深くなるであろうことを考慮してメニューを組み立てる。

　幸い食材は豊富にあるため、さして苦労せずに準備は進んだ。

　しかし配膳係の人員が薄く、フィオーナはジーナたちと一緒になって厨房と食堂を何往復もする羽目になった。

　その間追加の酒やつまみを所望されれば再び厨房に入りナイフを握る。

　そうやって慌ただしく立ち働いているフィオーナの鼻腔に嗅ぎなれた香りが届く。

（あ……）

　それはフィオーナがレンブラントに渡したオスマンサスの精油の香りだった。

　あれ以来気に入ったのか、レンブラントの部屋に行くとよく香っている。

　使ってくれているのだと思うと嬉しさもあるのだが、先日の王妃との会話を思い出して複雑な気持ちになる。

（わたしの朝食を気に入っていただけているのは嬉しいけれど、王妃様からの専属のお誘いを事前に握り潰そうとしたのは何故なのかしら……）

　あんなことがあってから、正直レンブラントとはぎくしゃくしているし、フィオーナにとっては王妃の専属として働いたほうがいいのではと思う気持ちもあるのだ。

　辺りを見回すとレンブラントは重鎮じゅうちんである内務大臣と話をしていた。

　ふたりきりで人目を忍ぶようにしているところを見ると、人に聞かれたくない内容なのだろう。

　察して立ち去ろうとしたフィオーナだったが、大臣の言葉に思わず足を止める。

「レンブラント殿下が決心して下されば、私たちはすぐにでもあなたを王とする準備が整っているのです」

「酔っているのか？　戯れはよしてくれ」

　レンブラントはワインを片手に軽くいなすが、大臣はなおも言い募る。

「戯れではありません！　我らは陛下の独断専行にはもうついていけません」

「だから、扱いやすい私を神輿みこしに担ぎ上げると？」

　へら、と笑ったレンブラントは酒に酔った様子でフラフラと上体を揺らして笑う。

　その様子に焦れた大臣が声を荒らげる。

「殿下！　あなただっていつまでもそうやってフラフラしているつもりはないのでしょう？　どうか我らの気持ちを汲み取って下さ……」

「ならば私の気持ちも汲み取ってもらいたいな」

　グラスを呷あおって空にしたレンブラントはテーブルにグラスを置くと、正面から大臣を見据える。

「確かに兄上は独断が過ぎることもある。しかしそれに否と言わないのは何故だ？　兄上の周囲に肯定する者だけを集めて貴殿らはなにがしたいのだ？　兄上を肯定する者だけでは国は立ち行かなくなる。貴殿らのようにしっかりと国の行く末を見据え、王であろうと苦言を呈することのできる臣下が必要なのに」

　レンブラントの反撃に大臣は言葉を詰まらせる。

　まさかレンブラントからこのように反論されるとは思っていなかったのだろう。

「へ、陛下に直接意見を申し上げて勘気かんきを被るわけにもいかないではないですか」

　焦ってしどろもどろになる大臣を憐れむように見ると、レンブラントはその肩に手を置く。

「独断は多いかもしれぬが、間違ってはいないだろう。それに陛下は暴君ではない。ご注進申し上げれば耳を傾けてくださる。それなのに話し合いもせずに君主と臣下が物別れになるなど健全な国家の在り方ではない……私の言いたいこと、わかってくれるね？」

　噛んで含めるようなレンブラントの物言いに、大臣は渋々といった様子で頷くとそそくさと自分の席へ戻っていく。

「……はあ、本当にもう。陛下に意見ひとつできずになにが重臣か」

　一人になったレンブラントは盛大にため息をつくとテーブルに置いたグラスを呷ろうとしてそれが空であることに気付く。

「こんなことをしているより、やることはたくさんあるというのに。ままならぬものだな」

　そう独り言ちるとレンブラントは立ち上がり、だいぶ飲んでいるというのにしっかりとした足取りで大臣とは別方向に歩いて行った。

　一部始終を見ていたフィオーナはドキドキと早鐘を打つ胸を押さえていた。

（殿下が……ものすごくまともなことを言っていた……！）

　自分の前ではへらへらとした顔ばかりだったレンブラントの全く違った一面を見て、フィオーナは頬が熱くなった。

　美しい顔が顰められ厳しく叱りつけるさま、射るような視線。

　慈しみ深く説得する様子はフィオーナの胸を熱くした。

（陛下を、そしてこの国の行く末を本当に考えていらっしゃるのね……）

　そしてそれを他の者には気取られないようにしているのだ。

　フィオーナはなぜか地に足がつかないような心持ちになる。

　レンブラントの不眠症は、きっといろんなことに心を砕いている心労からなのだろう。

　フィオーナは火照る胸がぎゅうと締め付けられたようになる。

（王弟殿下のお力になりたい……！）

　責任感や義務感以外の気持ちが芽生えた瞬間だった。

　酒の席もお開きとなり、片付けに追われていたフィオーナに後ろから声が掛けられた。

「フィオーナ？」

「……っ、は、はい！」

　空瓶をカートに乗せて振り返ると、そこにはやはりレンブラントが立っていた。

　少し疲れたような顔をしているのは、もしかしてあの後も内務大臣と同じようなことを言われてその対応に苦慮していたのかもしれない。

　そう思うとフィオーナは鎖骨のあたりがギシリと軋むようで、手で押さえた。

「お、お疲れ様でございます……っ」

「あ、ああ。うん？　どうしたの、そんなに格式ばって」

　首を傾げたレンブラントは苦笑いをするが、フィオーナは今までと同じ対応ができなくて混乱していた。

（わたし、今まで殿下の前でどんな顔をしていたっけ……!?）

　赤面しないように意識を逸らそうとするが、ふわりとオスマンサスの甘い香りが広がるとそれもできない。

「いえ、なにか御用でしょうか？」

「ああ、いや。もしよければ軽くつまめるものを作って部屋まで持ってきてほしいんだ。酒ばかり飲んでいて、食いはぐれてしまった」

　そう言って眉を下げるレンブラントは、大臣を諫めていたときのような凛々しさは影を潜め、フィオーナの良く知るいつものちょっと緩い王弟殿下だった。

　フィオーナは肩の力が急に抜けたような気持ちになり、頬を緩めた。

「はい、承りました」

「よかった。料理に君の気配を感じたから、絶対にいると思ったんだ」

　レンブラントは微笑むと頼んだよ、と念を押して立ち去った。

　その後ろ姿を見送りながらフィオーナは（料理にわたしの気配……？）と首を捻った。

　王弟殿下に食事を頼まれたのであればそちらを優先して、と他の同僚から言われたフィオーナは厚意に甘え、片付けを切り上げて急いで厨房へ向かった。

　その途中、例の内務大臣と廊下でぶつかりそうになったフィオーナは慌てて頭を下げる。

「も、申し訳ございません……っ」

「いや、殿下に食事を頼まれたのだろう、早く行くといい」

　いかめしい顔で理解のあることを言う大臣を一瞬訝しく思ったフィオーナだったが、ここでネチネチと絡まれても困る、と思いもう一度丁寧に頭を下げてから大臣の前を辞した。

（あぁ、びっくりした。それよりも何を作ろう？　夜も深いから消化にいいもので……）

　フィオーナは時々自分が夜食で作るミルクリゾットを作ることにした。

　鶏の出汁で鶏ときのこを米と共に柔らかく煮込んで、ミルクとチーズで整える。最後に胡椒を振ればあっという間に完成である。

　栄養もあって消化もよく、美味しい。

　味見をして問題ないことを確認すると、いつも通りクローシュを被せて南棟に向かう。

　カートのカラカラという音だけが廊下に響くなか、フィオーナはなにかが脳裏に引っかかっているような感覚がしていた。

（なんだろう、なにか……おや、と思ったことがあったような）

　しかしそれが思い出せぬうちに衛兵のチェックを終え、レンブラントの部屋の前までやってきた。

（あれ、そういえば夜に来るのは……初めて……？）

　夜、ということを意識すると急に照れくさくなって、フィオーナはノックする手が震えた。中からはレンブラントの声で応えがある。

「しっ、失礼いたま……っ」

　再び呂律ろれつが怪しくなったが、フィオーナはドアを開ける。

　いつもの部屋が、ただ夜だというだけで違う空間になってしまったようで、息を呑む。

「遅くに悪かったね、ありがとう」

　さっき会ったばかりのレンブラントだったが、フィオーナが来る前に湯を使ったのか、寝間着に着替え髪がしっとりと濡れていた。

　ただそれだけなのに、フィオーナの胸はドキドキと早鐘を打つ。

（ど、どうしてわたしこんなに動揺しているの……っ）

　自分のことがわからないままフィオーナはテーブルに皿を置くとぎくしゃくした動きでお辞儀をする。

「しょ、食器はそのままにしていただければ、明日の朝食のときに下げますので……っ」

　おかしなことを口走らないうちに退散しよう、と慌てたフィオーナは動揺のあまり足がもつれてしまった。

「あっ」

「危ない……っ」

　床に転がるのを覚悟して目を閉じたフィオーナだったが、しっかりと腰に手を回され支えられた感触に我に返る。

「あっ、申し訳……っ」

「危ないなあ……、大丈夫？」

　間一髪で後ろからフィオーナを支えたレンブラントがほっと安堵の息を吐くと、それが首筋にかかり、びくりと身体が跳ねた。

「ひぁ……っ」

　自分の口から洩れた声が、あまりに甘くてフィオーナは慌てて口を塞いだ。

　レンブラントも動きを止め、部屋の空気が緊張で張り詰めた。

（なに、今の声はなんなの!?）

　瞬時に顔が茹ゆだったようになり、フィオーナは両手で顔を隠す。

「……フィオーナ？」

　いつもの低く甘い声の中に、ほんの少しだけの硬さが混じったレンブラントの声に、フィオーナはぎくりとする。

「す、すみません！　わたしったらそそっかしくて……」

　転んでしまいそうになるなんて恥ずかしい、という一点のみに言及してこの微妙な空気から逃げようとしたフィオーナは、体勢を立て直してレンブラントの支えから抜け出そうとした。

　しかし腰に回された手は外れず、逆にフィオーナの腰を強くつかむ。

「あ、あの……っ」

「うん」

　なにがうんなのかよくわからないが、レンブラントはフィオーナの身体を起こすと、背後から抱き締めた。

　まるで最初からそうなるように作ったみたいにぴたりと合わさるふたりの影が絨毯に映る。

「殿下……？」

「うん」

　レンブラントの腕は逃がさないというようにフィオーナを掻き抱く。

　耳の後ろに感じた彼の呼吸が熱くて、息が止まる。

「あっ、……あの……」

「……うん」

　ふたりの間で語彙が消失してしまったように何も言えなくなってしまう。

　ただ、いつもより少し荒い吐息が室内に響く。

　フィオーナは自分の身体が甘く熟れていくような気がして生唾を飲む。

　それが伝わったのか、レンブラントの手がするすると脇腹から這い上がるように移動してきて、のどに触れた。

「……っ」

　息を呑むフィオーナを確かめて、レンブラントが息を吐く。

　アルコールの香りがしてフィオーナは開眼する。

（……酔っている……っ）

　レンブラントが酔っている可能性に行き当たった瞬間、フィオーナの熱がスッと冷めたのがわかった。

　悩ましく腰に回された手を、今度は容赦なくつかんで引きはがす。

「フィオーナ？」

　少し掠れたセクシーな声も、酒のせいかと思うとどこか腹立たしい。

「お夜食が冷めてしまいます。どうぞお召し上がりください」

　急に態度が変わったフィオーナについていけないのか、レンブラントの拘束は今度は容易たやすく解けた。

「あ、あぁ……うん、いただくよ」

　どこか拍子抜けしたようなレンブラントは夜食の準備をするフィオーナをちらりと横目で見るも、特になにも言わず椅子に腰かけた。

　その男性にしては整った容貌と長いまつ毛を見ながら、フィオーナは銀のスプーンが曲がってしまうほど強く握りしめた。

（なんてこと……、不覚にも雰囲気に流されるところだったわ……！）

　レンブラント相手にその気になるなど、勘違いも甚だしい。

　自分の横っ面を叩いてやりたい気持ちになりながら、フィオーナは努めて冷静になるように、意識的に深呼吸した。

　しかしそのたびにレンブラントと同義のようなオスマンサスの香りを吸い込むことになり、ギリギリと歯を食いしばる。

（いい香りだけれど、いまはなんだか猛烈に腹立たしい……！）

　夜食の準備など、すぐに調ととのってしまう。

　フィオーナは精一杯の澄まし顔で暇を告げるとカートに手を添える。

「先ほどは大変失礼いたしました。……食器は明日の朝一緒に下げるので、そのままにしておいてください。では」

　恥ずかしさを振り切るようにくるりとレンブラントに背を向けると、フィオーナは心なしか足音も荒々しくカートを押す。

「あ、フィオーナ」

　呼び止められたフィオーナは顔だけでレンブラントを見る。

　王族に対して無礼だと言われるかもしれないが、先に無礼を働いたのは彼のほうだ、と開き直る。

「……まだ、なにか」

　我ながら冷たい声が出たと思うが、フィオーナは未だ動揺が収まっていない。

　鉄面皮の仮面をかぶるので精一杯なのだ。

「とてもおいしそうだ。明日の朝もよろしく頼むよ」

　とても酔っているとは思えぬほどふわりと微笑むレンブラントに、思わずフィオーナは見惚れてしまった。

「……っ！　承知いたしました」

　もうこれ以上顔面を繕うことができず、フィオーナはそのままカートを押して部屋を出た。

　少々乱暴にドアを閉めると、カートの押し手に寄りかかるようにして腰を折る。

「あぁ、もうあの王弟殿下は。どうしてくれよう……っ」

　こんなに顔が火照っていてはまた衛兵になにか言われるかもしれない。

　それは絶対に避けたいとフィオーナは必死に熱い頬を扇いだ。

















３・今日は殿下に逢いたくない。












　クルレード国は安定した国家である。

　長く続く王家は大きな失策もなく堅実な国造りを行い、民衆からの支持も高い。

　これも温厚で争いを好まない歴代の国王の性格があってこそなのだが、現国王ヘンドリックは少々毛色が違っていた。

　一言で言うと唯我独尊。

　天才的ひらめきでどんどん国政を進めようとするため、臣下はその手綱を握るどころかどこへ飛んでいくのかわからず苦労している。

　しかし憎めない明るい性格と、強い牽引力けんいんりょくで王たる素質は誰の目にも明らかで、民衆からは『太陽王』と称されていた。

　大臣たちは自我が強く自分たちの思い通りにならない国王を苦々しく思う反面、君主として申し分のない資質に敬意を抱いていた。

　しかしこのところの悪天候のせいで農作物の育成状況が芳しくなく税収が滞り、その解決策としてヘンドリックが貴族に対して緊縮令を提案すると状況は一変した。

　なぜ貴族が民衆のために締め付けられねばならないのか、と不満が続出した。

　ほとんどを貴族が占める議会の場はひどく荒れた。

　勿論ヘンドリックの言う通りだと同意を表明する貴族も多かったが、反対する貴族の面々は古参が多く、今までの栄華えいがに陰りが出ることを許容できないようだった。

「だからといって、兄上を国王の座から追い落とそうなど、短慮が過ぎる」

「そうですね」

　憤慨するレンブラントに対してケヴィンは冷たく感じるほどに冷静に返事を返す。

　その言葉に感情どころか熱すらこもっていないことを察知してレンブラントが睨みつける。

「それに扱いやすいからといってその後釜に私を据えようなど、この国を亡ぼす気かといいたい！」

「そうですね」

　そこは否定せず、ケヴィンは書類を捲る。

　気心が知れているとはいえ、王族に対してあまりに不敬な態度だったが、レンブラントはそれを気にした様子もなく続ける。

「そもそも私は早く臣籍しんせきに下って、兄上の邪魔をせずサポートに徹したいと思っているのに」

　はあ、と大仰なため息をついたレンブラントに、ケヴィンは追い打ちをかける。

「陛下から臣籍に下る条件として婚姻を言い渡されたりしなければねえ、とっくにそうなっていたでしょうにねえ」

　可哀そうですねえ、と心にもないことを言いながらケヴィンは書類の束をレンブラントの机の前に押し出して寄越す。

「はい、こちら今日中に裁可をお願いいたします」

「あ、うん」

　そうなんだよなあ、とレンブラントは頭を掻く。

　たとえ成人男子でも扱いやすそうな手駒が近くにいると、臣下はよからぬ思いを抱くらしい。

　さっさと臣籍に下り、一臣下としてヘンドリックを支えるべきなのはわかっている。

　しかし条件が整わず、それができないのだ。

「困ったよなあ」

「困るのは自由ですが、目と手は動かしてください」

　悩める主人を気遣う様子もないケヴィンに、レンブラントは拗ねたように眉間にしわを寄せる。

「もう身辺調査は済んでいるのですから、あとは実行するだけなのですがね」

　突き放すようなケヴィンの言葉に、レンブラントは言葉に詰まる。

　まったくもって彼の言う通りなのだ。

　あとは、一歩踏み出すだけでいいのに。

　でも、その一歩を踏み間違えてしまったら。

　レンブラントは裁可の印章を握りしめて唇を引き結ぶ。

　なによりも彼女を巻き込んでしまうのが怖い。

　自分よりも、誰かのことをこんなに想うことは、レンブラントにとって初めてのことだ。

「殿下は臆病者でいらっしゃる」

「うるさい」

　レンブラントはギロリと睨むが、ケヴィンは気にした素振りもなく椅子から立ち上がる。

　それを目で追ったレンブラントにケヴィンはバッサリと言い切る。

「本日の業務は終了いたしました」

　そしてそのまま振り向きもせず出て行った。

　いくら気心が知れているといっても、そこには純然たる身分の差が存在する。

　ケヴィンの心臓の強さにはいつも驚かされるレンブラントだった。






「じゃ、あとはお願いね」

　夜勤の者に引き継ぐとフィオーナは早足で厨房を出た。

（随分と遅くなってしまったわ）

　予定外の出来事が重なり、随分と時間が押してしまっていた。

　厨房の仕事ははっきりと時間が決まっているわけではないが、今日はあまりに遅くなり過ぎた。

　料理長からは睡眠不足は舌を鈍らせるから、なにがあっても睡眠時間は確保するように、ときつく言われている。

　しかし後に残る者が大変になることがわかっていて、見捨てるような真似はフィオーナにはできなかった。

（あぁもう、過ぎたことをあれこれ言っても仕方ない！）

　合間に明日のレンブラント用のスープの下拵したごしらえができたのは僥倖ぎょうこうだった。

　おかげで少しは遅くなっても大丈夫だろう。

（……とはいっても、きっといつもの時間に出てくるんだろうけど）

　自分のことは自分が一番よくわかっている。

　フィオーナは苦笑しながら使用人棟に向かった。

　途中人通りも明かりも乏しい一角に差し掛かる。

　そこは以前痴漢が出たという噂があり、自意識過剰ではないが、フィオーナも周囲を警戒し歩く。

「……っ！」

　不意にフィオーナの足が止まった。

　行く先に怪しげに佇むひょろりとした人影が見えたのだ。

「誰？　誰かそこにいるの……うっ」

　誰何した声は何者かに遮られた。

　皮手袋をした大きな手に、背後から強い力で口を塞がれる。

　驚いて呻くと身体を拘束され、さらに怪しげな人影が走り出てきてフィオーナの腹部を殴った。

「う、ぐ……っ」

　痛みに顔を顰める。

　ひょろりとした人影がゆっくりと近付いてくるのを見ながら、身動きが取れないフィオーナは薄れゆく意識の中で死を覚悟した。

　いろんなことが走馬灯のように流れて、最後にレンブラントの顔が浮かんだ。

　微笑んだ顔、澄ました顔、少し不機嫌な顔、そして熱っぽい視線。

（あぁ、もう手遅れだけどわたし……殿下のことが好きだった……）

　カクリ、と項垂れたフィオーナの目から涙が零れた。






　ガクガクと身体を乱暴に揺すられて意識が浮上した。

　まるで深い沼から身体が浮かび上がるような感覚。

　次いで腹部が痛んだ。

　顔を顰めると今度は頬を張られた。

「うっ！」

「起きないか」

　低くしゃがれた声がすぐ近くで聞こえてフィオーナは身体を固くした。

　意識は戻ったが身体の自由は利かない。

　後ろ手に縛られて転がされている。

　口には猿轡さるぐつわを噛まされた上、目隠しまでされている。

（なに……誘拐？）

　フィオーナは、自分が『まだ死んでいないだけ』だということを理解した。

　痛い身体を庇かばい、見えないと知りながら顔を声のしたほうに向けると、ぐい、と力任せに顎を掴まれ、目隠し越しに熱が近付けられた。

　微かな油の匂い。

　恐らく明かりを近づけられたのだと気付いてぞっとする。

（わたしを……顔を確認されている……？）

　それはフィオーナだと知っていて誘拐したという裏付けに他ならない。

　もし誰でもいいなら、わざわざ顔の確認はしないだろう。

　なにか、要求があるのだと思ったが、まるで思い当たらず、首を捻る。

　フィオーナの家は姓こそあるが平民だ。

　ずっと前は貴族だったこともあったらしいが、その栄華を覚えている親戚ももういないだろう。

　貴族が没落して平民になり下がることは、案外よくあることだ。

　没落した本人はもしかしたらそれを恥と思っていたかもしれないが、フィオーナは平民として生まれ、平民として育った。

　家の力に頼ることなく自分で稼ぎ、夢を叶えるのになんの抵抗もない。

　つまり身代金をとれるほどの資産もなければ、価値のある土地家屋を有しているわけでもない。

　なんなら嫁入りの際の持参金も、自分で稼がなければいけないほどだ。

「お前に仕事を頼みたい」

　しゃがれた声が言うと後ろ手に縛られた腕が大きな手で掴まれ身体ごと引き起こされた。

　顎が掴まれたのとは別の方向からだったため、フィオーナは驚いてうめき声をあげる。

（もう一人、全部で三人いたんだった……っ）

　隙をついて逃げようと思っていたフィオーナは身を固くする。

　声の主は明らかに老人だったため、いざとなったら体当たりして逃げようと思っていたが、その他にふたり――それも恐らく荒事に慣れた人物がいるとなればそれも難しくなる。

　フィオーナが低く唸ると、老人のしゃがれた声が近付く。

　同時に燻いぶした草のような匂いがした。

「決して大声をあげてはならない。自分の寿命を縮めることになる。よいな」

　背後の手が猿轡の結び目に手を掛けたのがわかって、フィオーナは小さく頷く。

「よい心がけだ。これを王弟殿下の食事に混ぜるのだ。期限は三日後の晩餐まで。なに、殿下の朝食係には容易いことだ」

　そう言うと老人はフィオーナのポケットになにかをねじ込んだ。

「なに……？　どういうこと？」

　フィオーナは掠れる声で尋ねる。

　ずっと猿轡をされていたため顎が変な感じだった。

「言葉のとおりよ。なにを聞かれてもお前は知らぬ存ぜぬを通せばいい」

　衣擦れの音がして、老人が立ち上がった。

　再び燻したような匂いがした。

　立ち去るつもりなのだとわかったフィオーナは声を上げた。

「馬鹿にしてるの？　料理人が、食べ物に怪しげなものを入れるわけないじゃない！　ふざけるのもいい加減に……うっ！」

　興奮のため大きな声が出たフィオーナの肩を、痛みが襲った。

　恐らく杖のようなもので突かれたのだろう。

　刺さったわけではないが、骨に響くような痛みにフィオーナは息を詰めた。

「やれやれ、下賤な輩やからの声は頭に響く。命令に背いた場合は王城の井戸に同じものを入れる。そうなったら、被害がどれほど出るかわからぬなあ」

　くつくつと不気味に笑う老人の声に本気を感じて、フィオーナはゾッとして口を噤んだ。

　人の命を軽んじているのがわかったのだ。

「三日後の晩餐までだ。よいな」

　老人は一方的に話を切り上げた。

　同時に後ろから首に手が掛けられギュ、と絞められてフィオーナは再び意識を失った。

　次に意識が戻ったとき、フィオーナは周囲を数人の衛兵に囲まれていた。

　驚いて身を硬直させるとフィオーナを抱き起こした男が声を掛ける。

「大丈夫か、なにがあった？」

　眉間にしわを寄せてかの人物を見ると王族のプライベートエリアを守る衛兵だと気付く。

「あの、わたし一体……」

「ここに倒れていた。周囲に怪しい者はいなかったが……」

　時間を尋ねるとフィオーナが厨房を出てから半刻ほど経っていた。

「……ええと、厨房を出たあと使用人棟に戻ろうとして……」

　そこで首を絞められたことを思い出し反射的に手をやる。

　衛兵がそれを見て顔色を変えた。

「……指の跡だ。首を絞められたようだな」

「え、こわい……なにそれ。痴漢が出るとは聞いていたけれど、首絞め魔まで出るの？」

　フィオーナは大袈裟に自分の身体を抱きしめた。

「他に、痛むところは？」

　衛兵たちは暗がりで女性が襲われたことから、別の心配をして言葉に気を付けているのがわかったフィオーナは首を横に振った。

「ありません。きっと衛兵の皆様が通りかかってくださったおかげで難を逃れたのだと思います。ありがとうございます！」

　念のため医務室に、と勧めてくる衛兵たちの厚意を固辞してフィオーナは自室へ戻った。

　夜中だったため誰ともすれ違わなかったのが幸いし、フィオーナが青を通り越して真っ白な顔色をしていることに気付く者はいなかった。

　ドアを閉め鍵を掛けてから、背中をドアに預けて深く息を吐く。

　そしてポケットに手を伸ばすと、指に冷たく硬いものが触れた。

　震える手で摘まんで引き出すと細いガラス瓶に入った青色の液体だった。

　八分目ほどまで入ったそれは揺らすととろりとしているのだとわかった。

「どうしよう……普通に考えたら毒よね……」

　レンブラントの食事に混ぜろと言ったあの老人は、彼を亡き者にしようとしているのだろう。

（そんなこと、できない！　でも）

　できなければ井戸に同じものを入れると言っていた。

　もしそんなことをすれば城で生活するもの全てが危険にさらされるということだ。

　フィオーナの脳裏に厨房の仲間や近しい人たちの顔が浮かぶ。

　それに井戸が汚染されてしまえば被害は城内だけでは済まない。

　水脈を通じて広範囲に渡って影響が出るだろう。

　そんなことは絶対にできない。

（だからといって、殿下の食事に毒を混ぜるなんて……）

　フィオーナはその場にしゃがみこみ両手で顔を覆う。

「……どうしよう」

　結局フィオーナは一睡もできず、身を清めただけで早朝の厨房に入った。

　きっちりと身支度を整えたつもりだったが、すぐにジーナに異常を見咎められる。

「フィオ、どうしたの？」

「なにが？」

　なるべくいつもの受け答えをしたつもりだったが、ジーナは眉を顰める。

「ひどい顔色……目の下にクマも。ちゃんと寝たの？　昨日は遅くまで手伝っていたって聞いたけど」

　どうやらジーナは疲労由来の体調不良だと思っているらしい。

　本当のことなど絶対に言えないフィオーナは安堵した。

「ちょっと寝つきが悪かっただけよ、大丈夫。それより南棟に行ってくるね」

　昨夜下拵えを済ませていたおかげでスープの出来は問題ない。

　フィオーナは引き攣りそうになる頬を笑顔の形に引き上げる。

「……気を付けてね」

　心配そうなジーナに見送られたフィオーナは、カートを押しながら反省する。

　一目で不調を悟られてしまうなんて情けない。

　せめて殿下にはバレないように気を付けよう。

（とは言っても、自信がないから忙しいとか言ってパッと出てこなきゃ）

　そう決意したフィオーナはレンブラントの私室に入る前に衛兵に捕まった。

「その後大丈夫か？」

「あ、その節はどうも。大丈夫です」

　まさか昨夜の衛兵がここにいるとは思わなかったフィオーナは焦る。

　あの時間で交代だったならば今頃は寝ていると思ったからだ。あのことは、出来るだけ知られたくない。

「なに、なにかあったのか？」

　もう一人の衛兵が口を出してくる。

　説明しようとする衛兵の口を塞ぐと、フィオーナは彼をそのまま廊下の隅に引っ張っていく。

「あの、夜のことは口外無用でお願いしたいのですが……外聞が良くないので」

　困ったような顔をすると衛兵は咳払いをして頷く。

「……わかった。だが、首の怪我だけ確認させてくれ」

　衛兵はそう言うと、フィオーナが絞められた跡を隠そうと苦心して巻いたスカーフをスルリと抜き取ってしまう。

「あ！　ちょっと……」

「ああ、やはり跡はすぐには消えないな」

　衛兵はフィオーナの首を軽く撫でながら、犯人は恐らく気を失わせるために一瞬強く絞めたのだろう、と言った。

　つまり殺す気はなかったということだ。

（殺す気はない……そうよね、わたしにやってもらいたいことがあるのだし）

　フィオーナは視線を落とし、部屋に置いてある小瓶を思い浮かべる。

　レンブラントか、城のみんなか。

　どちらも大事で、とても天秤に掛けられるものではない。

　フィオーナは唇を噛む。

　期限を切られているから時間をかけることはできないのに、いくら考えてもどうするべきなのかわからない。

「遅いと思ったら……なにをしている？」

「で、殿下！」

　衛兵の声にフィオーナはビクリと身体を震わせた。

　カートの傍に立ったレンブラントは腰に手を当てて目を眇すがめている。

　珍しく機嫌が悪そうだった。

「申し訳ありません、ただいま配膳いたしますので……」

　フィオーナは顔を伏せて衛兵からスカーフを取り返すと、適当に首に巻き付けてそそくさとカートを押して歩く。

　その背後でレンブラントの鋭い視線に衛兵が肝を冷やしていたなどとは知らずに。

「フィオーナ」

　カトラリーの準備ができたのを見計らって掛けられた声に、どう反応したら良いかフィオーナは迷ったすえ頭を下げた。

「も、申し訳ありません。仕事の途中で無駄話など……！」

「いや、そうではなく」

　いつもより歯切れの悪いレンブラントに違和感を感じたものの、彼と相対するにはまだ考えがまとまっていない。

　フィオーナはさらに頭を下げた。

「いいえ！　殿下の料理から目を離すなどあってはなりませんでした！」

「待ってフィオーナ。なにか心配事でも？」

　手を伸ばせば届く位置に来たレンブラントの靴の先を見て、身体が硬直する。

　ふわりと彼からオスマンサスの香りがするのがわかった。

「フィオーナ、顔をあげて……」

「いたっ」

　レンブラントの手が肩にかかり、思わず声をあげてしまった。

　丁度昨夜杖で突かれたところだったのだ。

「すまない……怪我をしているのか？」

　フィオーナの声にすぐ手を離したレンブラントは、今度は肘のあたりを優しく掴む。

　声音に心配が滲み出ているのを感じたフィオーナは、どうしてか胸がいっぱいになって泣きそうになった。

「いえ、大丈夫……ちょっとぶつけただけで」

　声が震えないように腹から声を押し出すようにしたが、いつもと違うことはレンブラントに伝わってしまったらしい。

　肘を掴む手に逃がさない、という意思が感じられた。

「さっきもおかしかった。あの衛兵とコソコソ話して」

　レンブラントの手が持ち上がりすう、と顎のあたりを撫でる。

　その仕草が妙に艶めかしくて、フィオーナは首を竦めた。

「私にはそういう態度なのに、あの男には触らせるんだね」

「え？」

　誰のことを言っているのかわからなかったが、レンブラントの指先が首を撫で始めたことで彼の勘違いを知る。

（もしかして絞められた跡を確認したことを、おかしな風に……これって、嫉妬……？）

　そう思った途端フィオーナの胸の中が甘酸っぱいもので満たされるような気がした。

　王族に対して抱いてはいけない感情が溢れそうになる。

（好き、……やっぱりわたし、この人のことが好きなんだわ）

　身分が違い過ぎて誰も本気に取らないような、身の程知らずな恋を自覚したのがこのタイミングだなんて間が悪すぎる。

　フィオーナは自嘲した。

「なに、その笑いは。もしかして馬鹿にしてる？」

「え、ちが……っ」

　レンブラントの態度が急変した。

　襟元えりもとを乱暴に掴むと強く引く。

　勢いあまってたたらを踏んだフィオーナは耐え切れず床に転がる。

　それに耐え切れずにコックコートのボタンが弾け飛ぶ。

「殿下、なにを……っ」

「私はいつまで耐えればいい？　君がこちらを向いてくれる保証などないのに……っ」

　フィオーナの上に馬乗りになって覆い被さるレンブラントは秀麗な顔を歪ませて叫ぶ。

　レンブラントがこんなに激しい感情をあらわにするのを初めて見たフィオーナは自分がどうするべきなのかわからずにただ、呆然と彼の下で息を詰めていた。
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　身動きしたらどうなるかわからない。

　動かず言葉も発しないフィオーナをどう思ったのか、レンブラントは顎を掴んで顔を寄せる。

「女好きの王弟殿下なんて言われているけれどね。意中の女性には手が出せない臆病者なんだよ、本当の私は」

　苦しそうに眉を寄せるレンブラントの瞳の奥にいろんな感情が浮かんでは消えていく。彼がひどく混乱しているのはわかるが、どうもできない。

　フィオーナだって同じくらい混乱しているのだ。

（え？　え？　どういうこと？　今なにがどうなっているの？）

　胸がドキドキしすぎて状況を処理しきれない。

　混乱するフィオーナがとりあえずなにか話そうと口を開くと、レンブラントがそれを自らの口で塞いだ。

　驚きのあまり目を見開くフィオーナはレンブラントの甘い香りと柔らかい唇の感触、そして思ったよりも強い力という複数の刺激に一度に曝さらされて卒倒しそうになっていた。

「う、……ん、んんっ」

　横を向こうとすると、逃がさないとばかりに顎を掴まれ引き戻される。

　息を吸おうと口を開くとそこに舌が入り込む。

　ぬるぬるとしたそれは別の生き物のようにフィオーナの口内を蹂躙じゅうりんするが、不思議なことに、それが嫌ではないのだ。

（強引だけれど……でも）

　好意を感じている相手からの口付けは、まるで身体の芯から蕩とろけるような甘美さでフィオーナの脳内を支配する。

　つい舌をレンブラントのそれに絡ませようとしたフィオーナに、レンブラントがびくり、と反応を返した。

（……っ、やだ、わたしったら！）

　瞬時に顔が熱くなって、フィオーナはレンブラントの腕から抜け出した。

「フィオーナ、君……」

「し、失礼いたします……っ」

　フィオーナは礼も作法も放り投げて、全速力でレンブラントから逃げた。

　ドアを開け放したまま廊下を駆けると、衛兵が両手を広げて道を塞ぐ。

「待て、止まれ……って、あれ？」

　衛兵はフィオーナの様子に驚いたように素っ頓狂な声を上げた。

（いけない、コックコートが）

　引き倒されたときにボタンが飛んでひどい格好をしていることを思い出したフィオーナは、慌てて服の前を掻き合わせる。

「な、なんでもないの……っ！　ここを通して、お願いっ」

　後ろを気にしながら懇願すると衛兵は難しそうな顔をする。

　レンブラントが追って来たらどうしよう、と焦るフィオーナはその場で足踏みしながら背後を気にする。

「……お前は殿下を」

「はい」

　衛兵はもう一人にそう言うとフィオーナの肩を軽く叩く。

「大丈夫ですから落ち着いて。少しここに待機してください」

（そんな悠長なことをしていて殿下が来たらどうするのよ！）

　歯噛みするフィオーナをよそに衛兵はフィオーナの手を掴んで放そうとしない。

　拘束を解こうと引いてみるがびくともしない。

「大丈夫です。殿下が来てもあなたの身の安全は私が守りますから」

　必死な様子のフィオーナにゆっくりと話す衛兵をまじまじと見て、彼がとんでもない勘違いをしている可能性に思い至った。

（この人、もしかしてわたしが殿下に無理矢理なにかされたと思っているんじゃ……っ）

　乱れた衣服、取り乱した女性、女好きと噂の王弟殿下……。

　与えられた情報をうまく組み合わせると、ゴシップ好きを喜ばせそうな話がいくつか捏造ねつぞうできそうなことに気付いてフィオーナは顔を赤くした。

「ち、ちが……っ」

　しかしよく考えると勘違いや捏造ではなく、真実そのままである。

　フィオーナは王弟殿下に無理矢理引き倒され唇を奪われた。

　それを逃げてきたのだからなにも間違ってはいない。

　フィオーナがそれを嫌がっていないというだけで。

（そうよわたし、嫌だなんて思っていないわ。むしろ……）

　叶うならば、あのままレンブラントの腕に抱かれていたかった。

　あのまま彼の腕の中にいたなら、今頃はもっと……と妄想してしまい、顔がさらに熱くなった。

「殿下はご無事でした。それで、彼女を丁重に送っていくように、と」

　戻ってきた衛兵は気まずそうにフィオーナを見た。

　恐らく彼も与えられた事実を繋ぎ合わせて、ゴシップ的な思考を展開しているのだろう。

「……わかった。私が送ってくるから、お前はここで警護を。すぐに代わりを寄越す」

　顔なじみの衛兵はフィオーナの手を掴んだまま歩き出す。

　そこに先ほどはなかった気遣いのようなものを感じて、フィオーナは居た堪れなくなった。

（あああ、この人もやっぱりなにやら勘違いをしているような気配がほんのりするわ……）

　なんと言って申し開きをしたら一番よく伝わるのか考えながら歩くフィオーナは悶々もんもんとするのだった。

「本当に大丈夫か」

「はい。送っていただきありがとうございます」

　着替えたいというフィオーナの希望を汲んで部屋に寄ったあと、ご丁寧に厨房の入り口まで付いてきた衛兵はなにやら言いたげな顔をしていた。

　しかし結局なにも言わずに戻っていった。

「どうしたの、フィオ！　衛兵に送られてくるなんて」

　ジーナが駆け寄ってくるのを曖昧に誤魔化して仕事に戻る。

　心配そうなジーナの視線に気付かないふりをしながら、なんとか勤務を終えたフィオーナは部屋に戻って肩で息をついた。

（つ、疲れた……っ）

　なにがあったのか聞きたいと好奇心丸出しにしてくるラウルを躱かわしつつ、考えないようにいつもの倍以上働いたフィオーナはベッドにうつ伏せに倒れ込んだ。

　もう着替えるのも億劫だったが、彼女にはまだ考えなければいけないことがあった。

（どうしよう……明らかに毒だもんな、これ）

　枕の下から小瓶を取り出す。

　とろみのある青い液体は、いかにも曰いわくありげに揺れている。

　期限は明後日の晩餐まで。

　それを過ぎると井戸が毒で汚染されてしまう。

　脅しなのか本気なのかもわからないが、確かめようにも相手が誰だかわからないことには手も足も出ない。

（かといって殿下に毒を盛るなんて、できない）

　自分の作ったものを口にしたレンブラントが倒れるところを想像して、フィオーナはぞっとする。

　そんなことできるわけがないと改めて思う。

（殿下を亡き者にしようなんていったい誰が……恨みを買うような人では）

　そう考えてフィオーナはレンブラントが今まで垂れ流してきた数多あまたの浮名を思い出しさもありなんと遠い目をする。

（もしかして娘や孫娘を弄ばれて恨みを持ったおじいちゃんが……とか……）

　いやいや、と考えを打ち消すように顔を枕に押し付けるフィオーナは一転真顔になる。

　なんとかしないと数の大小にかかわらず人死にが出るかもしれない。

　それは避けなければ。

　ウンウンと唸りながらああでもないこうでもないと考えたフィオーナは、熱を出してしまった。

「無理をしないで寝ていてね」

　ジーナが心配そうに冷たいタオルを額に当てて、昼にまた来るわね、と部屋を出て行くのを力なく見送ってため息をつく。

（熱なんて子供の時以来だわ……知恵熱かしら。子供でもないのに）

　フィオーナは情けなく思いながらも、考える時間ができたことをありがたく思った。

　しかしいくら考えても解決策は思いつかず、額が熱くなるばかり。

　フィオーナは覚醒と混濁を何度も繰り返した。

　途中、ジーナが来てくれたような気がするがよく覚えていない。

　熱のせいで夢か現うつつかもわからない。

「うう、……どうしよう……」

　もう『どうしよう』としか考えられないフィオーナは瞼を閉じた。

　明日までになんとかしなければいけないのに、焦りばかりが募っていく。

　そんなフィオーナの額をさらりと撫でる手があった。

　それは「大丈夫か。薬を持ってきたのだが」と優しく声を掛けてくれた。

　だが、目が開かない。

　頭もうまく働かない。

　ただ、よく知っているような優しい声の響きにフィオーナは泣き言を口にした。

「うう、つらいよ……」

「薬を飲んだら楽になる」

　声の主はそう言ってフィオーナを抱き起こす。

（薬……そうか、わたしが）

　フィオーナは思いついたことをそのまま口にした。

「わたしが毒を飲めばいいのか……」

　レンブラントも城のみんなも失いたくないなら、自分が毒を飲めばいい。

　駒を失った『彼ら』は諦めるかもしれない。

　諦めないにしても、同じ手は使わないのではないか。

　そうなれば大量に人死にが出ることは回避できるのでは。

　熱に浮かされたフィオーナは思いついたそれが、とてもいいことのように思えた。

「これは毒ではないよ」

「ううん、枕の下にあるの……それを私に飲ませて」

　責任からの逃避になるかもしれないと思いながらも、フィオーナは笑顔になる。

　ようやく解放された気がした。

「レンブラント様も、城のみんなも死んでほしくないし……誰かが死ななければいけないなら、わたしが毒を飲むから」

　しかし静かな声は動かない。

　フィオーナは焦れた。

「早く飲ませて、あの老人にわたしは死んだと伝えて……レンブラント様を殺させないで」

　レンブラントを思うと胸が締め付けられる。

　好きなのだ。

　どうしようもなく彼のことが好きなのだ。

　開かない瞼の際から涙が零れた。

「これは毒なのか？　レンブラントを殺せと言われた？」

　静かな声は涙を拭うとそう問う。

　それに頷いたフィオーナはだから早く、と毒をせがむ。

「毒をなんとかしないと、明日の夜までに……」

　フィオーナは一旦ベッドに寝かせられるとまたすぐ抱き上げられる。

　そして口を開くように言われ、その通りにする。

「いつもそう素直だといいのに」

　声はそう言って笑うとフィオーナに口付けた。

　次いでとろりとした液体が流し込まれる。

（ああ、これでレンブラント様は大丈夫……）

　熱のせいで味を感じないことが救いだった。

　フィオーナは液体を嚥下すると笑顔になる。

「ありがとう……。もう、寝るね……」

　きっと眠っている間に神の御許みもとへ旅立つのだろう。

　フィオーナは胸の上で手を組んで棺に入るのに適した格好をとる。

「ああ、安心しておやすみ。あとのことはすべて私に任せて」

　大きな手のひらがフィオーナの頬を撫でていく。

　それに頬をすり寄せて、フィオーナは眠りに落ちていった。

















４・今日も殿下は意地が悪い












　翌朝、いつもの時間に目を覚ましたフィオーナはわけがわからなかった。

　身体も頭もすっきりしていて、不調の影はない。

　上体を起こして窓を見ると外がまだ薄暗いのがわかる。

「……朝？」

　フィオーナは声が少ししわがれているのに気付いて、喉に手を当てて咳払いをする。

「もしかして、生きている？」

　慌ててベッドから降りると、普通に二本の足で立てた。

「ううん、んんん？」

　フィオーナは首を傾げた。

　自分は昨日毒を飲んだはず。

　てっきり死んだと思っていたのに、なぜか生きているようだった。

「……でも、確かになにか飲んだ」

　フィオーナは唇に触れる。

（昨日、熱に浮かされながら唇に触れた……）

「……っ」

　そうだ、自分の唇に誰かが口移しで飲ませた。

　てっきり毒だと思っていたから、生きているのが不思議だったのだ。

　フィオーナは急に顔が発熱とは違う熱を持つのを感じた。

（嘘……っ、誰かが口移しで……っ）

　パタパタと顔を手で扇いで風を送るが汗は一向に引かない。

　そうこうしているとドアがノックされ、ジーナが顔を覗かせた。

「あ、フィオ！　よかった、熱が下がったのね！　どう、なにか食べられそう？」

　ジーナは顔を輝かせてフィオーナの復調を喜んだ。

「ねえ、ジーナ。昨日あなたわたしに薬を飲ませに来た？」

　もしかしてジーナが、と考えたフィオーナは訝しみながらそう聞くが、ジーナは目を真ん丸にしてフルフルと首を横に振った。

「いいえ、様子を見には来たけれど薬は……」

　視線を彷徨さまよわせて言い淀む。

　もとより使用人の身分では高価な薬などを手に入れることはできない。

　医務室に頼めば手に入るかもしれないが、対価が発生する。

「なんだかすっかり元気だから、もしかしてと思ったのよ。でも、忙しいのに気にしてくれてありがとう！」

　今日は仕事に出られる、と言うとジーナは安堵したように胸を押さえて息を吐く。

「よかったわ。実はレンブラント様の食事、どうしようかと思っていたから」

　肩を竦めたジーナが思わせぶりな視線を寄越す。

　着替えながらフィオーナは首を傾げた。

「いや、もしもわたしが駄目なら料理長でもラウルでも作ってくれれば……」

　まさか王弟殿下といえど、病人に無理矢理料理を作らせることはないだろうに、と眉を下げるとジーナはもったいぶったように首を振る。

「フィオは時々とても鈍感よね」

　ジーナの言葉に納得がいかないフィオーナだったが、彼女の目を盗んで枕の下を探ると顔色を変えた。

（……ない、瓶が、ない！）

「どうしたの？」

「い、いいえ。なんでもないわ。行きましょう」

　フィオーナは夢現であったことが、夢ではなかったのだと確信した。






「あれ、熱はもういいの？　今朝は来ないと思ったのに」

　スープを運んでいくと、レンブラントが驚いたように椅子から立ち上がった。

　既に着替えを完璧に済ませていた様子の彼の態度に、フィオーナは眉を寄せる。

（いつもと違いすぎるんだけど……）

　もしかして自分は今まで揶揄われていたのかもしれないと思い至ったのだ。

　寝起きや、起きていても寝間着のままだったり、ベッドから起き上がれずにいたり。

　そんなレンブラントの扱いに腐心ふしんしていたフィオーナだったのに、いざ自分が来ないかもしれないとなるとしっかり起きて着替えまで済ませているとは。

（困らせるために、わざと……？）

　それが本当であれば、配膳がフィオーナでなければならない理由にも得心がいく。

　すべてはフィオーナを揶揄うためなのだ。

（それをわたしったら、いつもドキドキなんかして、バカみたい）

　今頃になって気付いたレンブラントの悪戯に、フィオーナはがっくりと肩を落とす。

「大丈夫？　まだ本調子じゃないんでしょ」

　気づかわしげに寄ってくるレンブラントを忌々しそうに睨むとフィオーナは顔を背ける。

「いいえ、大丈夫です！　それよりも殿下は昨夜わたしの部屋に来ませんでしたか？」

　熱に浮かされていても、微かに感じたあの甘い香り……あれはフィオーナがレンブラントに渡した精油の香りだった。

　とすると、薬を飲ませたのも、毒の小瓶を持ち去ったのもレンブラントであるという結論が導き出されるのだ。

　あの小瓶は危険なのだ。

　なんとしても取り返さなければ。

　そう思ってフィオーナは、強い意志で顔を上げレンブラントを睨む。

「あ、……気付いていた？」

　フィオーナの視線を正面から受け止め、レンブラントははにかんだ。

（なぜはにかむ？）

　危険物を返してほしくて睨んでいるのに笑みを返されるとは何事か、と肩を怒らせたフィオーナはようやく口移しのことを思い出した。

　レンブラントは小瓶を持ち去ったことではなくて、薬を口移ししたことについてはにかんでいるのだった。

（そ、そういうことではなくて……っ、もう、この人はどうしてこうなのかしら……）

　これではまるで自分が好かれているようだ、と勘違いしてしまいそうになる。

　自分が好きだからと言って、レンブラントまで同じ気持ちなわけではないのに。

　身の丈に合わない期待をしてしまうと後がつらい。

　そうやって自分の気持ちに鍵を掛けた瞬間、レンブラントがその鍵をこじ開けた。

「意識が朦朧としているところにつけ込むみたいで悪いとは思ったんだけど、薬を飲ませたかったし、キスもしたかったし」

「は……、はあぁあ!?」

　顔が火を噴いたように熱くなる。

　その燃えるような頬を、レンブラントの手のひらがそっと包んだ。

「……あの小瓶のことは安心して私に任せなさい」

　急に真顔になったレンブラントはフィオーナの頬を包んだ手のひらを上向かせると、鼻先に唇を落とす。

「！」

「ふふ、かわいいね」

　そういうと、暴れるフィオーナを宥めながら頬や額にも口付けを落とす。

　うやむやにされたと気付き、いい気はしなかったもののフィオーナはカートを押して厨房に戻った。

　今日は国王や大臣で小規模ながら昼餐ちゅうさん会があるということで、その準備に忙しいのだ。

　しかしフィオーナの気持ちはあの毒の小瓶のことでいっぱいだった。

　今日の夜までにレンブラントにあの毒を飲ませないと王城内の井戸に毒が投入されてしまうのだ。

　もちろんレンブラントに毒を盛ろうという気持ちはないが、だったら自分が死ねば、とまで思いつめていたフィオーナはやきもきしていた。

　少しでも話ができないかと考えたフィオーナは、昼餐会にレンブラントも臨席することを知り、料理長に頼んで現場指揮のアシストに回った。

　数人の大臣と高位貴族、そして国王陛下と王妃殿下、レンブラントが食事をしていたが、その雰囲気はとてもではないが和やかとは言えなかった。

　国王ヘンドリックが国の重要施策について進捗を尋ねているのに、大臣はのらりくらりと眠いことを言ってしっかりとした意見を言わずに話題のすり替えをしようとしている。

　それに気付かないヘンドリックではないため、彼の眉はさきほどからヒクヒクと痙攣けいれんしている。

　それは誰の目にも明らかで、中道ちゅうどう派の大臣はヘンドリックの顔色を窺うようにしながら息を潜めているのが遠くからでもわかった。

（急進派である陛下のことをよく思わない重鎮がいるのはわかっていたけれど……）

　クルレード国とて一枚岩ではないのだ。

　昼餐の席の重苦しい雰囲気の中、場の空気を読まないように声を上げたのはレンブラントだ。

「そうだ、兄上。私いいものを入手したのです」

「ほう、なんだ？」

　年の離れた弟を溺愛しているヘンドリックは、レンブラントの発言に口角を上げ表情を明るくした。

　いつもこうして気持ちを切り替えているのだろう。

　ヘンドリックからレンブラントへの信頼の高さがうかがえる。

「なんでも憂いが晴れ、気持ちがすっきりする栄養剤だそうです。兄上もいかがですか」

「うむ」

　ヘンドリックが頷いて栄養剤を所望すると、レンブラントは近くにいた給仕にグラスをふたつ準備するように言い、懐から小瓶を取り出した。

　それは青く細長いもので、中には何某かの液体が入っていると見受けられた。

「国を支えるのは激務です。しかしこれは逃れることのできない試練のようなもの。お互い健康に留意していかねばなりませんね」

　人好きのする笑顔を浮かべたレンブラントはテーブルに置かれた小さなグラスにその液体を注ぐと、片方をヘンドリックに差し出した。

（え、……ちょっと待って、あれってもしかして）

　配膳に酒の補充に、と忙しく立ち働いていたフィオーナは、その合間に視線をレンブラントに向けたとき、それに気が付いた。

　レンブラントの手元にある、見覚えのある空になった小瓶。

　そして国王ヘンドリックとレンブラントが手にしているグラスの中に入っている液体が青色をしていること。

　フィオーナはそれがなにであるか知っていた。

　日夜どうしようかと、いざとなったら自分で呷ってしまおうとまで思いつめていた件くだんの毒薬だ。

　それをレンブラントは栄養剤と称して国王と分かち合おうとしていた。

　気がついたときにはフィオーナは声をあげていた。

「待って、駄目、飲んでは駄目！」

　周囲がざわつくのがわかった。

　いち使用人が国の主要人物が集まる昼餐会で大声を出すのは、明らかに度を越した行為だ。

　しかしフィオーナのあまりの必死さに周囲もすぐに反応しきれない。

　なりふり構わないフィオーナが手にした酒のボトルを放り投げて駆け出すと、周囲も動き出す。

　テーブルに駆け寄ろうとする彼女を衛兵が慌てて拘束する。

「止まれ！　なにをしているのだ！」

「離して！　飲んでは駄目、レンブラント様――！」

　しかしフィオーナの必死の声も届かないのか、レンブラントとヘンドリックは呑気に笑顔を交わしながらグラスを合わせて同時に飲み干す。

「い、いやあああああーーーー!!」

　フィオーナの絶叫が響く中、レンブラントとヘンドリックが口許を押さえ身を傾げ、倒れた。

「陛下！」

「殿下！」

　昼餐の席にいた大臣や高位貴族が慌てて立ち上がり、ふたりに駆け寄ろうとするのを、古参の貴族が止めた。

「なぜ止めるのです！」

「……」

　止めたのは保守派の旗頭と言われている内務大臣、ノリントン公爵だった。

　彼は倒れた二人を見ると首を横に振った。

「手遅れじゃ」

「……まさか……っ」

　ざわめきが空気を揺らした。

　みんなが呆然とする中、フィオーナは衛兵の拘束を振り切ってレンブラントの足元に駆け寄る。

「殿下、レンブラント様、ああ、目を開けてください……っ、誰か急いでお医者様を」

「衛兵、この女を捕らえよ」

「はっ」

　ノリントン公爵は衛兵を顎で使うとフィオーナを拘束させた。

「この者は陛下と殿下が倒れる前に、これを毒だと承知していた節がある……犯人やもしれぬ」

「なんと……っ」

　しわがれた声に周囲のざわめきが一層大きくなる。

　フィオーナは大粒の涙が零れるのも構わず、ノリントン公爵を睨みつけた。

「ふざけないで……っ！　あんたね、わたしを脅して殿下に毒を飲ませようとしたのはっ！」

　聞き覚えのあるしわがれ声と燻したような香りは、記憶と一致するものだった。

　あの夜フィオーナを拘束し毒薬を渡した老人は、このノリントン公爵に違いないと確信する。

　憎しみのこもった真っ赤な瞳でフィオーナはノリントンを声の限り糾弾きゅうだんする。

　しかし老獪ろうかいなノリントンは気にした様子もなく薄笑いを浮かべている。

「たかが使用人のたわ言、誰が聞く耳を持つと？」

　うすうす感じていたが、あの老人……ノリントンはフィオーナに毒を盛らせた後、犯人として捕まえて、処刑するつもりなのだろう。

　そうでないと秘密が漏れてしまう。

　最初からそのつもりで、すぐに処分できるフィオーナに目を付けていたのだろう。

　フィオーナは視界が真っ赤に染まるような怒りを覚えた。

　もしも視線で人が殺せるなら、この短い間にノリントンを何度屠ほふっただろう。

「安心しろ。お前もすぐに女好き殿下の後を追わせてやろう……すべての責任を背負って死ね」

　恨みも怒りも全て承知した上で、しわがれた声が不愉快に囁く。

（こんな卑怯な奴のためにレンブラント様が死ななければならなかったなんて……！）

　フィオーナは老悪が憎くてたまらなかった。

「さて、国王もレンブラント殿下も亡くなってしまっては仕方がない。暫定的に儂わしがこの場を仕切ることになるが……異論のある者はおらぬな」

　この国では明確に序列が決まっている。

　王族の男子の次に序列が高く、敬うべきはノリントン公爵だった。

　彼は通常であれば引退するような老齢であっても一線を退かず、常に重鎮として存在し続けていた。

　まるで今この時を待っていたのだというように、年齢を感じさせぬ自信に溢れた声だった。

「そ、それはもちろん。しかしまずは陛下と殿下の御容態を……御殿ごてん医師を至急」

　大臣の誰かが恐る恐ると言った様子で提案するが、ノリントン翁はそれを素気無く却下する。

「不要じゃ。必要なのは医者ではなく死体袋と棺桶だ」

「ですが……」

　なおも言い募ろうとする大臣を、ノリントン翁は鋭い視線で刺し貫き黙らせる。

　そして手をあげてフィオーナを拘束している衛兵に合図を送った。

「地下牢に閉じ込めておけ」

「離して、わたしを捕まえるよりも先に陛下とレンブラント様をお医者様に……！　まだ間に合うかもしれないから、早く……っ！　あ、あぁ……っ、お願い誰か……っ」

　堪えようとしてもあとからあとから涙が溢れてきてしまう。

　ピクリとも動かないレンブラントの無事を確かめたいのに、拘束されていてそれもままならない。

「なぜ、どうしてこんなことに……っ、レンブラント様！」

「無駄な足掻きを。死人はどうあっても生き返らぬもの……まあ、よくやったぞ、女。予想以上の成果だ」

　ノリントン翁はしわだらけの口許をニイ、と引き上げる。

「それは一体どういうことですか」

　誰かが震える声で尋ねる。

　なにかがおかしいと感じているのだろう。

　それに対してノリントン翁は目を眇める。

「なに。ここらでこの国の歪んでしまった流れを正すべきだと思ったまで。貴殿らも目の上の瘤がなくなって清々しただろうに」

　自分のしたことを悪いとは微塵みじんも思っていない飄々ひょうひょうとした態度に、周囲が息を呑む。

　ノリントン翁の言葉は、この事件の黒幕が自分であると言ったも同然だった。

　彼は今、自分が一番上に立ったと確信しているのだろう。

　実に堂々としている。

「ノリントン公爵、それは……陛下と王弟殿下を弑しいしたということでは」

「その問いに答える必要性を感じぬ。アレはもう王などではない。ただの動かぬ肉の塊よ。そのうち腐れて土くれとなる。重要なのは、今、生きている者が勝者だということ」

　フィオーナはその歪いびつな老人を信じられない物を見るように凝視した。

「……狂っているわ」

「たとえそうであっても、儂が白と言えば烏からすも白となる。王とはそういうものなのだ」

　ノリントン翁は自分が王であるとでもいうように胸を張り瞼をとじる。

　全能感を堪能しているのだろう。

「いや、違うな」

　誰も発言できなかった場で、静かな声が空気を震わせた。

　それは特段大きく張った声ではなかったが、誰の耳にも届いた。

「え？」

　フィオーナは自分がおかしくなったのだと思った。

　悲しさのあまり幻聴が聞こえたのだと。

　それは毎朝、南棟で聞いていた少し掠れた甘さを含む声だったのだ。

「王が白と言っても烏は烏。その事実は変わらない。むしろ臣下であれば『どうぞ目の検査を受けてください』と忠告して差し上げるのが筋であろう」

　よいしょ、と勢いよく起き上がったのは、床に倒れていたレンブラントだった。

「で、殿下……っ」

「ふう、やれやれ。動かないで転がっているというのもなかなか大変なものだな」

「陛下も……ご無事で……っ」

　レンブラントと同じように起き上がったヘンドリックも、首を左右に倒したり肩を回したりしている。

　戸惑いを多分に含んだ大臣たちが、それでもほっとした様子で胸をなでおろす。

　中には目尻を拭っている者もいた。

「これは、いったい」

　ノリントン翁が目元を険しくする。

　先ほどとは打って変わって動揺した態度だった。

　それはそうだろう。

　王族の一大事にさっさと死体を片付けろだのこれからは自分が仕切る、だの好き勝手に振る舞おうとしたのを全て聞かれていたのだから。

「貴殿がなにか企んでいるようだったので、こちらも一芝居打ったまでのこと。そんなに驚くことかな？」

　レンブラントは腰に手をあててノリントン翁を見ている。

　その目はいつもの彼とは違い、ひどく冷めたものだった。

「しかしいくら焦ったとはいえ、このような杜撰ずさんな手でわたしたちを亡き者にしようなど。貴殿らしくもない」

　その発言の端々から、彼らが既にずっと前からノリントン翁の企みに気付いていたような空気を感じて、フィオーナは眉を顰めた。

（ええと、つまり……？）

　戸惑いのあまり涙が引っ込んだフィオーナは床に座ったまま考え込む。

　ノリントン翁のことを怪しく思っていたが、狡猾こうかつな彼はなかなか尻尾を出さない。

　しかしなにかに焦った彼はフィオーナを利用して毒殺を試みる。

　それを知ったレンブラントが逆にノリントン翁を罠にはめた……。

（……そういうこと？）

　国王ヘンドリックがノリントン翁を連行するように衛兵に命令して、辺りがざわつく。

　拘束が解かれてもじっと床に視線を落として考えていたフィオーナは耳だけでそれを聞いていた。

　そんな彼女の上に影が落ちる。

　顔を見なくても、それがレンブラントだと香りで感じたフィオーナは身体を固くした。

「フィオーナ、心配をかけてすまなかった」

　レンブラントがすぐそばに片膝をつき、フィオーナに手を差し出した。

「……」

　目頭が熱くなり、涙が零れそうになる。

　すぐにでも彼の顔を見たいと思ったが、フィオーナの気持ちは意固地になっていた。

　ノリントン翁に対していたときとは明らかに違う、彼の甘い声に素直に応えたくはなかった。

「……フィオーナ？」

　いつまでも顔をあげず、返事もしないフィオーナを不審に思ったのか、レンブラントが身を屈め耳元に囁いた。

「……っ、そ、そんな甘えた声で、言っても……許しません……っ」

　レンブラントの存在を濃く感じた瞬間、フィオーナの胸に得も言われぬ感情が溢れそうになった。

　熱くて、苦しくて、甘さと苦さを内包したなにか。

　自覚したら、進行が早い。

　それはどんどんと育ち、まるで蔦つたのようにフィオーナの心の大部分を占めてがんじがらめにする。

（どうしよう、わたし、殿下が生きていることがこんなにうれしいなんて……っ）

　もう勘違いだと目を背けることも、隠し通しておくこともできぬほどに気持ちがレンブラントのほうを向いてしまった。

　感情が昂ってしまい、フィオーナは泣きそうになるのを、唇を噛んで耐えた。

　そんな彼女の態度をどう思ったのか、レンブラントは素早くフィオーナを抱きかかえると立ち上がった。

「ひゃ!?」

「陛下、ここはお任せしても？」

　レンブラントの急いたような声音にヘンドリックが眉を顰めながらも頷く。

「ああ、問題ないが、どうしたのだ」

　国王の疑問はもっともだ。

　これから反逆に手を染めようとしたノリントン翁への本格的な審議が始まるのに、主要人物たるレンブラントが不在とはどうしたのだと聞きたくもなるだろう。

「国の行く末と同じくらい一大事です。大切な人の気持ちが私から離れていってしまいそうなのです。今すぐ、早急に取り戻さねばなりません！」

　レンブラントはそのまま踵を返すと大股で立ち去った。

「ちょっと、殿下……降ろしてください！」

　フィオーナは混乱していた。

　突然抱きかかえられたのにも驚いたし、みんなの前で『大切な人』扱いされたのにも驚いた。

　そしてまだ、毒の件もよくわかっていない。

「大人しくしていて。すぐに着くから」

「お身体は、本当に大丈夫なんですか？　毒は」

　そう、あの小瓶の中身は確かに毒だったはずだ。

　それを飲み干してただで済むはずがない。

　すぐにお医者様から診察をしてもらわなければ。

　気が逸はやるフィオーナを見ずに、レンブラントは大丈夫だとだけ言う。

「でも……っ」

　そんな問答をしているうちに、南棟のレンブラントの私室に到着した。

　ドアを開けるために腕の中から降ろされたフィオーナだったが、その手はレンブラントに握られたままだ。

（なんなの……もう、わけがわからない）

　そのまま私室に引っ張り込まれると、ドアを乱暴に閉めたレンブラントがフィオーナを抱きしめた。

「ぎゃ！」

　思わず悲鳴のような声が出たが、それは仕方のないことだった。

　レンブラントへの恋心を強く自覚したばかりのフィオーナには、熱烈な抱擁は刺激が強すぎた。

「あの、殿下……っ」

「フィオーナは私のこと好きだよね」

　耳元で、レンブラントが囁く。

　それがあまりに色気を伴った空気を孕はらんでいて、フィオーナは再び短く悲鳴をあげる。

「ひっ」

「……ねえ、フィオーナ、そうだよね？　そうだと言って」

　懇願するような声のあとで、頬をすり寄せられて、フィオーナは失神寸前だった。

　この国の誰もが恋するほどに見目麗しいレンブラントが、自分のことを抱きしめてまるでフィオーナからの愛を欲しているようなことを言うなんて、信じられなかった。

「で、殿下、あの……わたし」

「レンブラントと呼んでくれ」

　言葉が直接耳に吹きかけられる。

　フィオーナの全身をぞわぞわとしたものが駆け巡った。

「ひぅっ！」

　ビク、と身体が戦慄わなないたのを見逃すレンブラントではなかった。

　大きな手のひらでフィオーナの身体を撫でる。

「お願いだから好きだと言って。好きだ、フィオーナ……愛しているんだ」

「……え」

　頭の中が真っ白になった。

　世界の温度が二、三度上昇したような気がした。

「君がわたしの安否を気遣って叫んでくれたとき、全身が喜びで震えた。ああ、私はフィオーナに愛されているんだと。死んだふりをしているのに、どうしようもなく身体が疼うずいた」

　心配させていたのにごめんね、と言いながらレンブラントは頬に唇を押し付けた。

「いまだってこんなに君が委縮しているのがわかっていて、離してあげられない。好意を強要するようなことまで言って」

　レンブラントがフィオーナの手を探し出してぎゅっと握る。

　まるで命綱を握るような必死さが感じられた。

「ずっと前から君が好きだ……君のことがどうしようもなく好きだ……っ」

　レンブラントが握る手が痛い。

　いつもは細かなところまで気が付く彼が、今は力の加減ができないほどに動揺しているのだと思うと、フィオーナは胸が締め付けられるほど愛しさが溢れてくるのを感じた。

　そして言葉が自然に口からこぼれ出た。

「わたしも、好きです」

「え……」

　呆けたようなレンブラントの顔がどうしてか可愛らしく見えて、フィオーナは背伸びをしてレンブラントの唇にキスをした。

「わたしも好きだって言ったんです、レンブラント様」






　ずっと想っていた、というレンブラントの言葉に偽りはなかったようで、フィオーナは驚くほど熱烈に愛された。

　ベッドに雪崩れ込むと、服を脱ぐのももどかしくふたりは抱き合った。

　熱い手のひらはフィオーナの身体のあらゆるところを撫でさすり、愛でた。

　特にレンブラントは柔らかな胸が気に入った様子で、その谷間に顔を埋めてはニヤニヤと顔を綻ばせる。

「……ちょっと、レンブラント様。そのだらしない顔はどうかと思いますけど」

　フィオーナは恥ずかしさもあり、引き気味に目を眇めた。

「ああ、ごめん。でも、ずっと想っていたんだ。君のこの胸にうずもれて死ねたら幸せだ、と」

　笑顔のままふにふにと胸を堪能するレンブラントに、フィオーナは口を尖らせる。

「そんな、胸ばかりみたいに言われても」

　胸さえあればいいのかと不満に思ったのが、レンブラントに伝わったのだろう。

　彼は急に胸の頂点を抓んだ。

「ああ、そんなふうに思わないでくれ。私はフィオーナの全てが愛しいのに……ほら」

「あっ」

　既に赤く凝った先端はその刺激を待っていたように快感をフィオーナに伝える。

　レンブラントは乳嘴にゅうしを捏こねたり擦ったりしていた手で彼女の脇腹からふとももを撫でる。

　ひくりと腰が浮いたのを見るや、彼は目を細めてフィオーナに口付けしながら、不埒ふらちな手を内腿に滑り込ませる。

「ここの肉も柔らかくて好き……食べてしまいたい」

　そう言うと、レンブラントは身体をずらしてコックコートのズボンの上からフィオーナの内腿に歯を当て甘噛みをする。

　痛くはないが、その感触が焦れったくて、フィオーナは脚をモジモジと動かす。

「や、レンブラント様……服の上からなんて、そんな」

　フィオーナは言葉の通りの意味で口にした。

　レンブラントがしていることは野菜の皮を剥かずに齧りつく行為に等しい。

　それはそれでいい野菜もあるが、多くの場合口の中に固い繊維などが残ってしまい、口当たりがよくないことがほとんどだ。

　美味しく食べるには皮は邪魔だ。

　しかしレンブラントには違うように聞こえたようで、顔を上げると蕩けるような笑みを浮かべている。

「直接して欲しいって？　フィオーナが積極的で私は嬉しいよ」

　レンブラントの手は素早く腰のボタンを外すとあっという間にフィオーナの足からズボンを抜き去ってしまう。

　あまりの手際の良さに、手品でも見ているような心地になったフィオーナはぽかんと口を開ける。

「いつもコックコート姿だったから気付かなかったけど、すごくきれいな脚だね」

　足首からふくらはぎ、膝を指先でなぞるレンブラントの手がどこを目指しているか気付いて、フィオーナは慌てて脚を閉じたが、彼には想定内だったようだ。

　脚をぴったりと閉じても無防備な部分に手を伸ばす。

「脚もきれいだけれど、私としてはもっと気持ちよくなれるところを愛でたいな……こことか」

　そう言うとレンブラントは頼りない下着に覆われた、秘められたあわいの隙間に指を滑り込ませる。

　そこは既にしっとりと蜜に濡れていて、フィオーナを慌てさせた。

「や、駄目です……そこは！」

　フィオーナとてなにも知らない少女ではない。

　これから致そうとしている行為に、そこに触れることは避けられないと知っていた。

（でも、心の準備とか！　身体の準備とか！　レンブラント様はいつもで準備ＯＫかもしれないけれど……！）

　まさか今日こんなことになるとは思っていなかったフィオーナは、料理人として清潔第一しか胸を張れる状況ではないことを悔やんだ。

　きっと髪や身体には肉や魚の匂いが染みついているだろうし、火の側で調理したり配膳を指揮していたのだからもちろん汗を搔かいている。

　もっと言うなら下着だって着古したまったくおしゃれでないものだ。

　こんな状態でレンブラントに身体を見られるのは、とても苦痛だった。

　特別いい女だと思われなくてもいいから、せめて普通くらいに認識してほしい。

　そんな感情がフィオーナの中に生まれる。

　自分を卑下しているわけではないが、少しでも綺麗だと思われたいという乙女心である。

「フィオーナ、君からは私を誘う甘い香りがする。私はそれに抗うことができないんだ。今すぐ君に触れることを許してくれないか」

　うっとりとしたレンブラントが再びフィオーナの唇を塞ぐ。

　すぐに舌が割り入れられ口腔を余すところなく丁寧に舐ねぶっていく。

「ふ、ぁあ……っ」

　レンブラントは舌と同じように指でフィオーナの女の部分を上下になぞる。

　蜜で濡れたそこはすぐに淫らな水音をたて始め、フィオーナの意識がフワフワと綻びる。

　先ほどまで切実に感じていた乙女心が、より成熟した願いに塗り替えられていく。

（ああ、もっとレンブラント様に触れられたい。気持ちよくなりたい……っ）

　それは淫らというよりは原初の欲求のようなものだった。

　身体がレンブラントを求めて熱をもって疼いているのがわかった。

　フィオーナは無意識のうちに腰を浮かせて触れている指に局部を押し当てた。

「あ、レンブラント様……、ん、んんっ！」

　下着の上から秘玉が刺激され、フィオーナから甘い吐息が漏れる。

　は、は、と荒く呼吸をしたことで、自分が恥ずかしいことをしたのではないかと思い至り、顔が燃えるように熱くなった。

「う、あの……、レンブラント様……違うのです、これは」

　淫らな女だと思われたくなくて、フィオーナは必死に言い訳を考える。

　しかししっくりくる言葉を見つけることができなくて、混乱ばかりが深まっていく。

「君は私を昂らせる天才かな？」

　レンブラントの声が震えていた。

　恐る恐る顔を上げたフィオーナは目を細めてなにかに耐えるレンブラントと目が合った。

　その瞳の奥には明らかにいつもとは違った情欲の炎が燃え盛っている。

　レンブラントに求められている、と感じたフィオーナは身体の奥が熱くなり、蜜が滴るのを感じた。






　驚くほど甘い声が自分の口からひっきりなしに漏れるのを、フィオーナはどこか他人事のように考えていた。

　レンブラントにより何度も絶頂に上り詰めさせられ、息も絶え絶えにぼんやりと見上げる。

　フィオーナの上に覆いかぶさるようにしたレンブラントはいつもの柔和な顔ではなく、どこか凛々しさを感じさせる。

　それが新鮮で、ついまじまじと見てしまうのだった。

「どうした？」

　視線がうるさかったのか、レンブラントが前髪を後ろに撫でつけながら尋ねる。

　その仕草もいつもとは違って、レンブラントが男であることを強調しているような気がして、フィオーナは控えめに口を開く。

「なんだか、レンブラント様がいつもと違う気がして」

　柔らかく笑い、誰にでも優しい人たらしの王弟殿下と今自分の上に跨またがっている人物は、本当に同じ人なのだろうか。

　そんな疑問が頭をよぎる。

　戸惑うフィオーナにレンブラントは目を細める。

　その表情を見て、フィオーナは自分がなにかやらかしてしまったのだ、と気付いた。

（あああ、なにかまずいことを言ったかしら……言ったのよね……）

　しかしフィオーナの心配をよそに、レンブラントはなぜか顔を赤らめてそっぽを向いてしまう。

「……やはり、わかってしまう？　実は柄にもなく緊張しているんだ」

　横を向いたレンブラントの瞳が潤んでいるような気がして、フィオーナは訝しむ。

　顔を赤らめて横を向いて、涙ぐむほどの緊張とは一体……。

　フィオーナが考え込む前にレンブラントは彼女の胸に顔を埋める。

「もう、フィオーナのことが好きすぎて、どうしたら良いのかわからない。息の仕方だって、怪しいよ」

「え、息はしてくださいよ……というか」

　息の仕方がわからないという割に、その手はフィオーナの胸の膨らみを堪能している。

　調子のいいことを言って、と睨みつけるとレンブラントはフィオーナの手を取って自分の胸に当てた。

「本当だよ、ほら。触れてみて」

　逞しい胸に手を当てると、レンブラントの鼓動が感じられた。

　ドクドク、と脈打つそれは通常とは言い難い速さで、フィオーナは驚きに目を見開く。

「なんだか、照れてしまいますね……でも、わたしだってドキドキしているし」

　お互い様だ、というとレンブラントは破顔してフィオーナの頬に口付けを落とす。

「ああ、本当にそうだ。お互いが好きで、お互いに胸を高鳴らせる。なんて素敵なのだろうね」

　視線が絡み合って、自然と唇が重なる。

　ふたりの距離がもっと近くなったような気がして、フィオーナは腕をレンブラントの首に回して強く引き寄せる。

「好き、大好きですレンブラント様」

「私も大好きだよ、フィオーナ」

　吐息すら奪うような口づけは、徐々に熱を高めていく。

　レンブラントの執拗と思われるほどに丁寧な愛撫によって、フィオーナの蜜洞はしとどに濡れていた。

　そこにレンブラントの昂ぶりが擦り付けられる。

　ぬるぬるとした蜜で屹立きつりつを馴染ませるように宛がい、柔襞やわひだの上にある秘玉を押し潰す。

「あ、あぁ……っ」

　激しい快感が背筋を通り抜ける。腰がヒクヒクと動いてしまっているが、強い余韻に浸っているフィオーナは気付かない。

　レンブラントだけがそれを見てごくりと生唾を飲む。

「フィオーナ、ここに私を受け入れてくれないか……」

　すっかり蕩けたあわいに手を伸ばすと、襞に分け入り指を侵入させる。

　そこは狭くはあるものの、とうに受け入れる準備を整えているようで、柔らかくレンブラントの指を包み込む。

「レンブラント様……来て……」

　震えるフィオーナの手に指を絡ませると、レンブラントが猛る切っ先を隘路あいろに埋める。

　一瞬身を裂かれるような鋭い痛みがフィオーナを襲い、身体が強張る。

「は、……ああ、ぁ……っ！」

「くっ、フィオーナ……っ」

　ミリミリとあわいを押し広げてレンブラントの熱杭がフィオーナを侵す。

　彼女もなにかに縋りたかったが、生憎と不器用に掴まれた手ではなにもできなかった。

　ただ、ピクリ、と指が空気を小さく掻いて、震える。

「……っ、ん、んんう……っ、レン、」

　言葉にならない。

　名前を呼びたくても痛みに声が詰まってしまう。

　しかしそこにあるのは痛みだけではない。

　愛しさとか満ち足りたなにかが確かにあって、フィオーナは胸が熱くなった。

「フィオーナ……っ」

　切なく名を呼んだレンブラントが、一息に腰を進め、フィオーナの奥を突く。

　今までにないくらいふたりの身体が密着し、体温と心音すら重なった気がした。

「あ、……あぁ……っレンブラント……さ、ま……っ」

　密着した胸元で感じる鼓動とは別に、身のうちの深いところでレンブラントの熱い脈動を感じて、フィオーナは胸がいっぱいになった。

（ああ、こんなにも全身でレンブラント様を感じて……これが、愛されるということ……）

　感無量に幸せを噛みしめるフィオーナだったが、愛の営みがそこで終わるはずもなく、思いのほか愛情表現の濃いレンブラントに翻弄ほんろうされてしまうのだった。






「本当に、死んでしまったかと思ったんですから……っ」

　濃ゆい愛情表現の果てに気絶したフィオーナは、レンブラントに介抱されて意識を取り戻した。

　わずかな時間だったが気を失っていたらしい。

　軋む身体に鞭打って上体を起こすと、照れくささを隠すように咳払いをして、昼餐会での出来事に対する不満を口にした。

　いつものように余裕たっぷりの態度で話半分で躱すかと思われたが、レンブラントは意外にも申し訳なさそうに肩を落とす。

　その姿が思いのほか愛らしくて、フィオーナは内心ニマニマとにやける。

　逞しく美しいレンブラントが、自分の前ではこのように少年のような顔をしてくれるのが驚くほど気分がよく、心を擽られる。

「君には悪いことをしたと思っている。しかし、公爵のしっぽを掴むためには、これ以上ないほどに安心させてボロを出させるのが一番手っ取り早くて」

　レンブラントの言い分はよくわかる。

　しかし、それでも納得いかない部分がある。

　フィオーナは胸の前で腕を組んで鼻息も荒く言う。

「もしもわたしが、レンブラント様の死んだふりを真に受けて、即座に命を絶ってしまっていたらどうするつもりでした？」

「うっ」

　レンブラントは眉間に深いしわを刻んで言葉を失う。

　フィオーナはあのとき、本当に心が死んだ気がした。

　すべてが終わったと感じたのだ。

　今思い返しただけで胸が痛む。

「……それは、困る……私は君と幸せな未来を送るために頑張っているのに、それでは本末転倒だ」

　フィオーナの死を真剣に考えたのか、レンブラントは苦しげに眉を顰めた。

　そんな彼の言葉に、フィオーナは気を引かれる。

（わたしとの幸せな未来？）

　なんのことだ、と首を傾げるとレンブラントが表情を和らげてフィオーナを抱き寄せる。

「陛下は私が結婚相手を見つけたら臣籍に下ってもよいとおっしゃっているのだ」

「臣籍に……？」

　それは王族としての権利を放棄するということだ。

　今まで通りの王弟殿下ではいけないのだろうか。

　フィオーナの疑問がわかったのか、レンブラントは目を細めた。

「王族は民のために存在しなければならない。だが、私はフィオーナに出会ってしまった。もしも民と君を秤はかりに掛けなければいけない瞬間があった場合、どうしても民を選ぶことができない。私はいつでも君のために存在し、君だけを愛する者でありたいから」

　だから王族であることをやめるのだ。

　そう言ってフィオーナのこめかみに口付けるレンブラントには一切の迷いが感じられない。

　フィオーナは硬直したまま口付けを受け止め、そして盛大に赤面した。

（な、なにを言っているのかしらこの人は……っ）

　まるでプロポーズではないか。

　それを自分に対して恥ずかしげもなく言ってのけるレンブラントは正気なのだろうか。

　フィオーナは彼をまじまじと見た。

　視線に気が付いたレンブラントは、今度は唇に触れるだけの口付けをすると笑顔を深めた。

「好きだよ、フィオーナ。私の最愛の人」

「……っ」

　幸せそうに笑みを深めるレンブラントは朝日の中の宗教画のような神聖さで、フィオーナはその神々しさに思わず顔を背けた。

「し、臣籍に下るほど決意が固まっているなら……仕方ないからわたしが責任をもって受け入れます……っ」

　違う、本当はそんな可愛くないことを言いたいのではない。

　そう心の中で思ったフィオーナだったが、レンブラントが驚くほど喜んだため、訂正する機会を失ってしまった。

「……っ！　受け入れてくれてありがとう！　ああフィオーナ、最高の気分だ！」大きく両手を広げて嬉しさを表現したレンブラントは満面の笑みでフィオーナを抱きよせる。

「きゃ！」

　強引に膝の上に乗せられたフィオーナが慌てて肩に掴まると、レンブラントが狙いすましたように唇を重ねる。

　また深く貪られるのかと身を固くしたフィオーナだったが、それは杞憂だった。

　レンブラントはすぐに唇を解放すると、うっとりと目を細めてフィオーナを見つめる。

「それに私が死んだら即座に後を追うなんて、それほどまでに熱烈に愛されているなんて知らなかったよ」

　彼の言葉に、自分がとんでもない失言をしてしまったことに気付いたフィオーナは顔を真っ赤にして否定する。

「ち、ちが……っ！　そう意味じゃなくて……」

「じゃあ、どんな意味？」

　小首を傾げるレンブラントの青い瞳が悪戯っぽく煌めいた。

　いつもはテンポよく返せるフィオーナだったが、うっかり出た本心を誤魔化すことができなくて言葉に詰まってしまう。

「う、うう……っ」

　顔を真っ赤にして口をへの字に曲げてなんとか取り繕おうとするフィオーナの頬を、レンブラントの手がさらりと撫でる。

「ああ、そんなに可愛い顔をしないで。食べてしまいたくなる」

　柔らかい頬の感触を楽しむように何度も頬を撫で、乱れた髪の毛を優しく梳すいて耳に掛けるレンブラントの丁寧な仕草に、今度はフィオーナがうっとりと目を細める。

　大事にされているという自覚が彼女の中に芽生えた。

　それは自信となりフィオーナをほんの少し大胆に振る舞わせた。

「さっき食べたばかりなのに？」

　まるで誘うような声音にレンブラントがピクリと反応する。

　視線で真意を探ろうとする彼に、フィオーナは妖しい笑みを浮かべる。

「食べ過ぎてお腹を壊してもしらないわよ？」

「クルレード国の王族は、好きなものならいくらでも食べられる体質だから大丈夫さ」

　片目を瞑って返すレンブラントの強欲さにフィオーナは軽く吹き出す。

「……ふふっ、そんなの聞いたことないわ！」

「私も知らなかった」

　肩を竦めて舌を出すレンブラントに、今度は堪えきれず声をあげて笑ってしまうフィオーナだった。






　数年後、王弟レンブラントが臣籍に下ることが議会で承認された。

　降嫁こうかした王女を除いて、王族は王族として血を繋いでいくことが当然とされてきたクルレード国で、それは衝撃的な出来事だった。

　しかし臣籍を得てもレンブラントが変わらずにヘンドリック王との仲が良く、彼を支える要職に就いたことから、特段の反対もなく受け入れられた。

　同じころ、城下で一件のレストランが開店した。

　その店は昼から夕方までの短い時間の営業で予約が取れないのが玉に瑕きずだが、味の良さと飾らない雰囲気であっという間に人気店になった。

　そのため午前中や夜の時間も営業してほしいとの声も多いが、申し訳なさそうにしながらも女店主がそれに応えることはない。

　夜になると人目を避けるように男が通ってくるという噂を聞いて、興味津々な街の人が女店主に話を聞くと「ああ、それは夫です。王城で仕事をしているの」と答えたという。

　店の営業時間が短いのも、王城に通う夫に合わせているかららしい。

　とある真夜中に偶然女店主の夫らしき人物を目にした酔っ払いが「目の覚めるようないい男だった。誰か有名人に似ているような気がする」と大騒ぎした。

　それを知った女店主が「うちの夫はワガママで子供っぽくて甘いものが好きなただのおじさんですよ」と発言したことから、酔っ払いのたわ言、と誰からも信じられなかった。

　しかし女店主が身ごもると、物凄いイケメンが女店主の夫だと名乗り給仕として店に出るようになったことから、ただのおじさんの定義とは!?　と大騒ぎになったという。







【おわり】










著者紹介




小山内　慧夢（おさない・えむ）


深刻な問題は置いといて、スキマ時間にストレスなく楽しめる読み物を目指して日々妄想中。

身長差体格差身分差をこよなく愛し、量産を試みている。
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